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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシング（18,101）内に、室内熱交換器（22）と、室内から吸い込んだ空気を室内へ
吹き出す室内ファン（21）と、該室内ファン（21）の吸込側に設けられるエアフィルタ（
30）とを備えた空気調和装置の室内ユニットであって、
　上記室内熱交換器（22）及び室内ファン（21）を備えた本体ユニット（10）と、
　上記本体ユニット（10）の室内側に位置し、上記エアフィルタ（30）と該エアフィルタ
（30）に捕捉された塵埃を除去するための塵埃除去手段（50）とを備えた掃除ユニット（
100）と、
　上記掃除ユニット（100）の室内側を覆う室内パネル（11）と、
　を備えていて、
　上記掃除ユニット（100）は、上記塵埃除去手段（50）によって除去された塵埃を捕集
するための塵埃捕集手段（90）と、掃除ユニット（100）内の構成部品（40,50,70,80）を
制御するための電装部品が収納された電装品箱（105）とを備えていて、
　上記塵埃捕集手段（90）と電装品箱（105）は、互いに平面視で重ならない位置に配置
されていることを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項２】
　ケーシング（18,101）内に、室内熱交換器（22）と、室内から吸い込んだ空気を室内へ
吹き出す室内ファン（21）と、該室内ファン（21）の吸込側に設けられるエアフィルタ（
30）とを備えた空気調和装置の室内ユニットであって、
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　上記室内熱交換器（22）及び室内ファン（21）を備えた本体ユニット（10）と、
　上記本体ユニット（10）の室内側に位置し、上記エアフィルタ（30）と該エアフィルタ
（30）に捕捉された塵埃を除去するための塵埃除去手段（50）とを備えた掃除ユニット（
100）と、
　上記掃除ユニット（100）の室内側を覆う室内パネル（11）と、
　を備えていて、
　上記掃除ユニット（100）は、該掃除ユニット（100）内の構成部品（40,50,70,80）を
制御するための電装部品が収納された電装品箱（105）を備えていて、
　上記塵埃除去手段（50）と電装品箱（105）は、互いに平面視で重ならない位置に配置
されていることを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項３】
　請求項２において、
　上記塵埃除去手段（50）は、回動可能に構成され、
　上記電装品箱（105）は、上記塵埃除去手段（50）の回動範囲外に配置されていること
を特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項４】
　請求項１において、
　上記塵埃除去手段（50）は、回動可能に構成され、
　上記電装品箱（105）及び塵埃捕集手段（90）は、上記塵埃除去手段（50）の回動範囲
外に配置されていることを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項５】
　請求項２において、
　上記掃除ユニット（100）は、上記塵埃除去手段（50）によって除去された塵埃を捕集
するための塵埃捕集手段（90）を備えていて、
　上記塵埃除去手段（50）は、回動可能に構成され、
　上記電装品箱（105）及び塵埃捕集手段（90）は、上記塵埃除去手段（50）の回動範囲
外に配置されていることを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項において、
　上記本体ユニット（10）は、該本体ユニット（10）内の構成部品（21）を制御するため
の電装部品が収納された電装品箱（20）を備えていて、
　上記本体ユニット（10）の電装品箱（20）と上記掃除ユニット（100）の電装品箱（105
）は、互いに平面視で重ならない位置に配置されていることを特徴とする空気調和装置の
室内ユニット。
【請求項７】
　請求項１，４または５において、
　上記塵埃除去手段（50）と塵埃捕集手段（90）と電装品箱（105）は、互いに同一平面
上に配置されていることを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項８】
　請求項１，４または５において、
　上記塵埃捕集手段（90）は、平面視で上記エアフィルタ（30）の外方に配置されている
ことを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項９】
　請求項１，４または５において、
　上記掃除ユニット（100）は、上記塵埃を上記塵埃捕集手段（90）に搬送するための塵
埃搬送手段（80）をさらに備えていることを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項１０】
　請求項９において、
　上記塵埃搬送手段（80）は、上記室内ファン（21）の吹出空気を利用して上記塵埃を上
記塵埃捕集手段（90）に搬送するように構成されていることを特徴とする空気調和装置の
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室内ユニット。
【請求項１１】
　請求項１，４または５において、
　上記塵埃捕集手段（90）には、上記室内ファン（21）の吹出空気が上記塵埃とともに流
入する流入口（94）と、該吹出空気を排出する排気口（91）とが形成されていることを特
徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【請求項１２】
　請求項１１において、
　上記塵埃捕集手段（90）には、上記排気口（91）の上流側にフィルタ（92）が配設され
ていることを特徴とする空気調和装置の室内ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアフィルタに捕捉された塵埃を除去するように構成された空気調和装置の
室内ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、空気の吸込口にエアフィルタを備えた空気調和装置の室内ユニットにおいて
、該エアフィルタに捕捉された塵埃を除去するための塵埃除去手段を備えたものが知られ
ている。この種の室内ユニットでは、例えば特許文献１、２に開示されるように、エアフ
ィルタに付着した塵埃を塵埃除去手段としての吸引ノズルで吸引するように構成されてい
たり、塵埃除去手段としてのブラシ部によって塵埃を掻き落とすように構成されている。
【０００３】
　上述の構成では、いずれの場合も、箱状のケーシング内に熱交換器や室内ファン等の構
成機器が配設されているとともに、該室内ファンの吸込口にはエアフィルタや塵埃除去手
段等が配設されている。なお、上記ケーシングの室内側は、室内パネルによって覆われて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－８３６１２号公報
【特許文献２】特開２００７－４０６８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記従来例のように、ケーシング内に熱交換器や室内ファンだけでなく、エ
アフィルタや塵埃除去手段が配置される構成では、室内ユニットにエアフィルタの塵埃除
去手段を取り付けたり、ユーザーの要望により該塵埃除去手段の組み込まれていない室内
ユニットにしたりすることが容易に実現できず、汎用性という点で問題が生じる。
【０００６】
　本発明は、斯かる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、室内ファ
ンの吸込側にエアフィルタが設けられた空気調和装置の室内ユニットにおいて、塵埃除去
手段などのエアフィルタの掃除機構を簡単に組み込めるような構成を得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係る空気調和装置（1）の室内ユニット（3）では
、室内熱交換器（22）や室内ファン（21）を備えた本体ユニット（10）と、エアフィルタ
（30）及び塵埃除去手段（50）を備えた掃除ユニット（100）、室内パネル（11）とによ
って構成することで、エアフィルタ（30）に捕捉された塵埃を除去するための掃除ユニッ
ト（100）を簡単に組み込んだり取り外したりできるような構成にした。
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【０００８】
　具体的には、第１及び第２の発明では、ケーシング（18）内に、室内熱交換器（22）と
、室内から吸い込んだ空気を上記室内熱交換器（22）へ吹き出す室内ファン（21）と、該
室内ファン（21）の吸込側に設けられるエアフィルタ（30）とを備えた空気調和装置の室
内ユニットを対象とする。
【０００９】
　そして、第１及び第２の発明は、上記室内熱交換器（22）及び室内ファン（21）を備え
た本体ユニット（10）と、上記本体ユニット（10）の室内側に位置し、上記エアフィルタ
（30）と該エアフィルタ（30）に捕捉された塵埃を除去するための塵埃除去手段（50）と
を備えた掃除ユニット（100）と、上記掃除ユニット（100）の室内側を覆う室内パネル（
11）と、を備えているものとする。
【００１０】
　この構成により、エアフィルタ（30）に捕捉された塵埃を除去するための塵埃除去手段
（50）を備えた掃除ユニット（100）を、従来の室内ユニットである本体ユニット（10）
に容易に取り付けたり取り外したりすることが可能になる。すなわち、本体ユニット（10
）に対して、上記掃除ユニット（100）を取り付けることで、エアフィルタ（30）の掃除
機構を組み込んだ室内ユニットを構成する等、ユーザーの要望に応じて掃除ユニット（10
0）の組み込みの有無を容易に変更することができる。したがって、従来の構成に比べて
、掃除機能を容易に付加または削除することが可能となり、室内ユニットの汎用性の向上
を図れる。
【００１１】
　また、第１の発明では、上述の構成において、上記掃除ユニット（100）が、上記塵埃
除去手段（50）によって除去された塵埃を捕集するための塵埃捕集手段（90）と、掃除ユ
ニット（100）内の構成部品（40,50,70,80）を制御するための電装部品が収納された電装
品箱（105）とを備えていて、上記塵埃捕集手段（90）と電装品箱（105）が、互いに平面
視で重ならない位置に配置されているものとする。
【００１２】
　このように、上記掃除ユニット（100）内に、塵埃除去手段（50）によってエアフィル
タ（30）から除去された塵埃を捕集するための塵埃捕集手段（90）を設けることで、該エ
アフィルタ（30）から除去した塵埃を逐次、回収することなく、一定期間、溜めておくこ
とができ、ユーザーによる回収作業の作業頻度を軽減することができる。しかも、上述の
ような構成にすることで、上記塵埃捕集手段（90）を別に設置する作業が不要になるため
、室内ユニット（3）外に塵埃捕集手段（90）を設ける場合に比べて設置作業の軽減を図
れる。また、上記塵埃捕集手段（90）を室内ユニット（3）外に設ける構成に比べて全体
としてコンパクトな構成にすることができる。
【００１３】
　また、第２の発明では、上述の構成において、上記掃除ユニット（100）が、該掃除ユ
ニット（100）内の構成部品（40,50,70,80）を制御するための電装部品が収納された電装
品箱（105）を備えていて、上記塵埃除去手段（50）と電装品箱（105）が、互いに平面視
で重ならない位置に配置されているものとする。
【００１４】
　第３の発明は、上記第２の発明において、上記塵埃除去手段（50）が、回動可能に構成
され、上記電装品箱（105）が、上記塵埃除去手段（50）の回動範囲外に配置されている
ものとする。
【００１５】
　第４の発明は、上記第１の発明において、上記塵埃除去手段（50）が、回動可能に構成
され、上記電装品箱（105）及び塵埃捕集手段（90）が、上記塵埃除去手段（50）の回動
範囲外に配置されているものとする。
【００１６】
　第５の発明は、上記第２の発明において、上記掃除ユニット（100）が、上記塵埃除去



(5) JP 5212349 B2 2013.6.19

10

20

30

40

50

手段（50）によって除去された塵埃を捕集するための塵埃捕集手段（90）を備えていて、
上記塵埃除去手段（50）が、回動可能に構成され、上記電装品箱（105）及び塵埃捕集手
段（90）が、上記塵埃除去手段（50）の回動範囲外に配置されているものとする。
【００１７】
　第６の発明は、上記第１乃至第５の何れか１の発明において、上記本体ユニット（10）
が、該本体ユニット（10）内の構成部品（21）を制御するための電装部品が収納された電
装品箱（20）を備えていて、上記本体ユニット（10）の電装品箱（20）と上記掃除ユニッ
ト（100）の電装品箱（105）が、互いに平面視で重ならない位置に配置されているものと
する。
【００１８】
　第７の発明は、上記第１、第４または第５の発明において、上記塵埃除去手段（50）と
塵埃捕集手段（90）と電装品箱（105）が、互いに同一平面上に配置されているものとす
る。
【００１９】
　第８の発明は、上記第１、第４または第５の発明において、上記塵埃捕集手段（90）が
、平面視で上記エアフィルタ（30）の外方に配置されているものとする。
【００２０】
　上記塵埃捕集手段（90）を平面視で上記エアフィルタ（30）の外方に配置することで、
該エアフィルタ（30）を介して室内ファン（21）に吸い込まれる空気の流れを、上記塵埃
捕集手段（90）が妨げるのを確実に防止することができる。
【００２１】
　第９の発明は、上記第１、第４または第５の発明において、上記掃除ユニット（100）
は、上記塵埃を上記塵埃捕集手段（90）に搬送するための塵埃搬送手段（80）をさらに備
えているものとする。
【００２２】
　これにより、上記塵埃除去手段（50）で除去された塵埃を上記塵埃捕集手段（90）内に
確実に搬送することができるので、該塵埃捕集手段（90）内に塵埃を効率良く捕集するこ
とが可能となる。
【００２３】
　第１０の発明は、上記第９の発明において、上記塵埃搬送手段（80）は、上記室内ファ
ン（21）の吹出空気を利用して上記塵埃を上記塵埃捕集手段（90）に搬送するように構成
されているものとする。
【００２４】
　このように、塵埃を搬送する際に上記室内ファン（21）の吹出空気を利用することで、
塵埃捕集手段（90）内に塵埃をより確実に搬送することができ、塵埃の捕集効率の向上を
図れる。しかも、上述のように、室内ファン（21）を利用することで、塵埃を搬送するた
めの専用の機構（例えば専用のファンなど）を設ける必要がなくなり、その分、コスト低
減を図れるとともに、室内ユニット（3）のコンパクト化も図れる。
【００２５】
　第１１の発明は、上記第１、第４または第５の発明において、上記塵埃捕集手段（90）
には、上記室内ファン（21）の吹出空気が上記塵埃とともに流入する流入口（94）と、該
吹出空気を排出する排気口（91）とが形成されているものとする。
【００２６】
　こうすることで、塵埃を空気の流れによって搬送する場合、上記塵埃捕集手段（90）内
には、流入口（94）から流入して排気口（91）から外部へ抜けていくという空気の流れが
形成されるため、該塵埃捕集手段（90）内に空気が流れやすくなる。そうすると、空気の
流れによって上記塵埃捕集手段（90）内へ塵埃を効率良く搬送することができ、該塵埃捕
集手段（90）内に効率良く塵埃を捕集することができる。
【００２７】
　第１２の発明は、上記第１１の発明において、上記塵埃捕集手段（90）には、上記排気
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口（91）の上流側にフィルタ（92）が配設されているものとする。
【００２８】
　上記塵埃捕集手段（90）の排気口（91）の上流側にフィルタ（92）を設けることで、該
排気口（91）から空気とともに塵埃が外部に排出されるのを確実に防止することができ、
上記塵埃捕集手段（90）での塵埃の捕集効率をさらに高めることができる。
【発明の効果】
【００２９】
　以上のように、本発明によれば、室内熱交換器（22）及び室内ファン（21）を備えた本
体ユニット（10）と、エアフィルタ（30）及び塵埃除去手段（50）を備えた掃除ユニット
（100）と、それらの室内側を覆う室内パネル（11）とによって空気調和装置（1）の室内
ユニット（3）を構成するようにしたため、エアフィルタ（30）の掃除機構を本体ユニッ
ト（10）に対して容易に追加・削除することが可能になり、室内ユニットの汎用性の向上
を図れる。
【００３０】
　また、第８の発明によれば、上記塵埃捕集手段（90）は、エアフィルタ（30）の外方に
配置されるため、該塵埃捕集手段（90）がエアフィルタ（30）への空気の流れを妨げるの
を確実に防止できる。
【００３１】
　また、第９の発明によれば、上記掃除ユニット（100）は、上記塵埃除去手段（50）で
除去した塵埃を上記塵埃捕集手段（90）に搬送するための塵埃搬送手段（80）を備えてい
るため、該塵埃捕集手段（90）に効率良く塵埃を捕集することができる。特に、第１０の
発明によれば、上記塵埃搬送手段（80）は、室内ファン（21）の吹出空気を利用して塵埃
を上記塵埃捕集手段（90）に搬送するように構成されているため、該塵埃捕集手段（90）
へより確実に塵埃を搬送することができ、該塵埃捕集手段（90）内により効率良く塵埃を
捕集することができる。さらに、第１１の発明のように、上記塵埃捕集手段（90）に流入
口（94）及び排気口（91）を設けることで、該塵埃捕集手段（90）内に空気を効率良く流
すことができる。また、第１２の発明のように、排気口（91）の上流側にフィルタ（92）
を配設することで、該フィルタ（92）によって空気とともに塵埃が外部に流出するのを防
止することができる。したがって、上記塵埃捕集手段（90）内に塵埃を効率良く捕集する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る室内ユニットを備えた空気調和装置の構成を示
す配管系統図である。
【図２】図２は、室内ユニット内の構成を示す縦断面図である。
【図３】図３は、室内ユニットを各ユニットに分解した状態を示す分解斜視図である。
【図４】図４は、図２におけるIV-IV線断面図である。
【図５】図５は、仕切板の通気孔、エアフィルタ及び塵埃貯留容器の構成を示す斜視図で
ある。
【図６】図６は、エアフィルタの取付構造を示す断面図である。
【図７】図７は、フィルタ駆動手段の構成を示す斜視図である。
【図８】図８は、塵埃除去手段及び塵埃貯留容器を上方から見た斜視図である。
【図９】図９は、塵埃貯留容器を下方から見た斜視図である。
【図１０】図１０は、図８におけるX-X線断面図である。
【図１１】図１１は、図８におけるXI-XI線断面において、塵埃除去動作時及びブラシ清
掃動作時の回転ブラシの動作を示す図である。
【図１２】図１２は、導入用ダクトの拡大断面図である。
【図１３】図１３は、塵埃搬送手段のダンパの動作を示す断面図である。
【図１４】図１４は、室内側から見た化粧パネルの一部分を切り欠いて示す部分断面図で
ある。
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【図１５】図１５は、ダンパボックスとノズル挿入部との接続関係を模式的に示す斜視図
である。
【図１６】図１６は、ノズル挿入部の構成を示す縦断面図である。
【図１７】図１７は、ノズル接続部及び弁体の構成を示す斜視図である。
【図１８】図１８は、ノズル挿入部とフレキシブルダクトの接続部を拡大して示す拡大断
面図である。
【図１９】図１９は、本体ユニットと掃除ユニットとの仮掛け構造を示す斜視図である。
【図２０】図２０は、室内ユニットを天井裏に設置した状態を示す斜視図である。
【図２１】図２１は、本体ユニットと掃除ユニットとを組み合わせた状態を示す斜視図で
ある。
【図２２】図２２は、掃除ユニット内から塵埃捕集箱を取り外した状態を示す斜視図であ
る。
【図２３】図２３は、掃除ユニット内からエアフィルタ及びサービス蓋を取り外した状態
を示す斜視図である。
【図２４】図２４は、掃除ユニットがない状態の図１９相当図である。
【図２５】図２５は、掃除ユニットがない状態で、且つ、導入口を閉鎖カバーで塞いだ状
態の図１２相当図である。
【図２６】図２６は、掃除ユニットがない場合に化粧パネルにエアフィルタを取り付けた
状態を示す図２４相当図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下の好ましい実施
形態の説明は、本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限するこ
とを意図するものではない。
【００３４】
　本実施形態は、本発明に係る室内ユニット（3）を備えた空気調和装置（1）に関する。
この空気調和装置（1）では、室内ユニット（3）が室内空間の天井に設置される。なお、
以下では、まず本実施形態に係る空気調和装置（1）の構成について説明し、次に室内ユ
ニット（3）の構成について説明する。
【００３５】
　〈全体構成〉
　図１に示すように、上記空気調和装置（1）は、室外ユニット（2）と室内ユニット（3
）とを備えている。室外ユニット（2）には、圧縮機（4）、室外熱交換器（5）、膨張弁
（6）、四路切換弁（7）および室外ファン（8）が設けられている。室内ユニット（3）に
は、室内熱交換器（22）および室内ファン（21）が設けられている。
【００３６】
　上記室外ユニット（2）において、圧縮機（4）の吐出側は、四路切換弁（7）の第１ポ
ート（P1）に接続されている。圧縮機（4）の吸入側は、四路切換弁（7）の第３ポート（
P3）に接続されている。
【００３７】
　上記室外熱交換器（5）は、クロスフィン式のフィン・アンド・チューブ型熱交換器と
して構成されている。室外熱交換器（5）の一端は、四路切換弁（7）の第４ポート（P4）
に接続されている。室外熱交換器（5）の他端は、液側閉鎖弁（9a）に接続されている。
【００３８】
　上記室外ファン（8）は、室外熱交換器（5）の近傍に設けられている。この室外熱交換
器（5）では、室外ファン（8）によって送られる室外空気と該熱交換器（5）内を流通す
る冷媒との間で熱交換が行われる。室外熱交換器（5）と液側閉鎖弁（9a）との間には、
開度可変の膨張弁（6）が設けられている。また、四路切換弁（7）の第２ポート（P2）は
ガス側閉鎖弁（9b）に接続されている。
【００３９】
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　上記四路切換弁（7）は、第１ポート（P1）と第２ポート（P2）とが互いに連通し且つ
第３ポート（P3）と第４ポート（P4）とが互いに連通する第１状態（図１に実線で示す状
態）と、第１ポート（P1）と第４ポート（P4）とが互いに連通し且つ第２ポート（P2）と
第３ポート（P3）とが互いに連通する第２状態（図１に破線で示す状態）とが切り換え可
能になっている。
【００４０】
　この空気調和装置（1）では、四路切換弁（7）が第１状態の場合、暖房運転が行われ、
四路切換弁（7）が第２状態の場合、冷房運転が行われる。暖房運転では、図１に示す冷
媒回路において、室外熱交換器（5）が蒸発器として機能し且つ室内熱交換器（22）が凝
縮器として機能する蒸気圧縮式冷凍サイクルが行われる。一方、冷房運転では、図１に示
す冷媒回路において、室外熱交換器（5）が凝縮器として機能し且つ室内熱交換器（22）
が蒸発器として機能する蒸気圧縮式冷凍サイクルが行われる。
【００４１】
　〈室内ユニットの構成〉
　以下で、上記室内ユニット（3）の構成を図２から図４に基づいて詳しく説明する。
【００４２】
　図２及び図３に示すように、上記室内ユニット（3）は、上記室内ファン（21）や室内
熱交換器（22）を備えた本体ユニット（10）と、該本体ユニット（10）の室内側に配置さ
れた掃除ユニット（100）と、該掃除ユニット（100）の室内側を覆う化粧パネル（11）と
を備えている。すなわち、上記室内ユニット（3）は、上記図３に示すように、上から順
に、上記本体ユニット（10）、掃除ユニット（100）及び化粧パネル（11）が積層されて
なる。
【００４３】
　上記本体ユニット（10）は、室内に向かって開口するように設置される箱状の本体ケー
シング（18）を備えていて、この本体ケーシング（18）内には、室内ファン（21）、室内
熱交換器（22）、ドレンパン（23）、ベルマウス（24）及び電装品箱（20）が配設されて
いる。なお、本実施形態では、上記ドレンパン（23）の一部及びベルマウス（24）の一部
によって、上記本体ユニット（10）の本体ケーシング（18）の下側を覆う本体仕切板が構
成される。
【００４４】
　上記本体ケーシング（18）の内面には、断熱材（17）が積層されている。また、上記本
体ケーシング（18）は、後述のとおり、その開口側が室内側に位置付けられるように、天
井裏の天井面から吊り支持されている。
【００４５】
　上記室内ファン（21）は、いわゆるターボファンである。図２に示すように、室内ファ
ン（21）は、本体ユニット（10）の本体ケーシング（18）の中央付近に配置され、後述す
る化粧パネル（11）の吸込口（13）の上側に位置している。上記室内ファン（21）は、フ
ァンモータ（21a）と羽根車（21b）とを備えている。ファンモータ（21a）は、本体ケー
シング（18）の天板に固定されている。羽根車（21b）は、ファンモータ（21a）の回転軸
に連結されている。
【００４６】
　上記室内ファン（21）の下側には、上記吸込口（13）に連通するようにベルマウス（24
）が設けられている。このベルマウス（24）は、上記図２に示すように、室内ユニット（
3）内において、室内熱交換器（22）の上流側の空間を室内ファン（21）側と吸込グリル
（12）側とに区画している。上記ベルマウス（24）を設けることによって、上記室内ファ
ン（21）により該ベルマウス（24）の下方から吸い込まれた空気は、該ベルマウス（24）
の上方で周方向に吹き出される。
【００４７】
　また、上記ベルマウス（24）及びドレンパン（23）によって構成される本実施形態の本
体仕切板には、図３に示すように、直方体状の本体ケーシング（18）の４隅のうち一つの
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隅部に対応する位置に、開口（24a）が形成されている。この開口（24a）が、後述する導
入用ダクト（86）の導入口を構成する。
【００４８】
　なお、上記開口（24a）は、掃除ユニット（100）のない室内ユニット（3）の場合（本
体ユニット（10）のみ）には、室内ファン（21）の吹出空気が漏れないように、下側から
閉鎖カバー（95）によって塞がれている（図２４及び図２５参照）。この閉鎖カバー（95
）は、図２５に示すように、ねじ（96）によって、上記室内ユニット（10）の本体仕切板
（23,24）に固定されている。
【００４９】
　上記室内熱交換器（22）は、平面視でロ字状に形成され、上記本体ケーシング（18）内
に上記室内ファン（21）を囲むように配置されている。この室内熱交換器（22）では、上
記室内ファン（21）によって送られる室内空気（吹出空気）と該熱交換器（22）内を流通
する冷媒との間で熱交換が行われる。
【００５０】
　上記ドレンパン（23）は、上記室内熱交換器（22）の下側に設けられている。このドレ
ンパン（23）は、上記室内熱交換器（22）において空気中の水分が凝縮して生じるドレン
水を受けるためのものである。上記ドレンパン（23）には、ドレン水を排水するためのド
レンポンプが設けられている（図示省略）。また、上記ドレンパン（23）は、ドレンポン
プを設置した箇所にドレン水が集まるように勾配がつけられている。
【００５１】
　上記電装品箱（20）は、室内ユニット（3）内の室内ファン（21）等の構成部品の動作
制御を行うための各種電装部品が収納されたもので、図３に示すように、上記ベルマウス
（24）の下側で且つ平面視で上記室内ファン（21）の吸込口に重ならないように該吸込口
の外方に配置されている。本実施形態では、上記電装品箱（20）は、上記ベルマウス（24
）に形成された開口（24a）に対して上記室内ファン（21）の吸込口を挟んで反対側に配
置されている。
【００５２】
　上記掃除ユニット（100）は、平面視で略矩形状のチャンバケーシング（101）内に、円
形状のエアフィルタ（30）、塵埃除去手段（50）、塵埃搬送手段（80）、塵埃捕集箱（90
）（塵埃捕集手段）等が配設されたものである。すなわち、上記掃除ユニット（40）は、
詳しくは後述するように、室内ファン（21）の吸込側に位置するエアフィルタ（30）に付
着した塵埃を塵埃除去手段（50）によって除去するとともに、除去した塵埃を塵埃搬送手
段（80）によって塵埃捕集箱（90）内に搬送し、該塵埃捕集箱（90）内に貯留できるよう
に構成されている。
【００５３】
　上記チャンバケーシング（101）は、上記本体ユニット（10）の本体ケーシング（18）
と同じ大きさに形成されていて、図２に示すように、該本体ケーシング（18）との間にシ
ール部材（102）を挟んだ状態で該本体ケーシング（18）の室内側に配置されている。ま
た、上記チャンバケーシング（101）の室内側には、シール部材（103）を挟んで化粧パネ
ル（11）が取り付けられている。
【００５４】
　また、上記チャンバケーシング（101）には、各辺に沿うように空気通路（101a）が４
つ形成されている。各空気通路（101a）は、上記本体ユニット（10）において、室内熱交
換器（22）の外方に形成される本体ケーシング（18）内の空間に連通するように設けられ
ていて、該室内熱交換器（22）で冷媒と熱交換をした後の空気が室内側に向かって流れる
ように構成されている。すなわち、上記チャンバケーシング（101）の空気通路（101a）
内を流れた空気は、上記化粧パネル（11）に形成された吹出口（14）から室内空間へ供給
される。なお、上記図２に示すように、上記チャンバケーシング（101）において上記空
気通路（101a）の内側を形成する部分は、シール部材（104）を介して上記本体ユニット
（10）のドレンパン（23）を下方から支持している。
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【００５５】
　なお、特に図示しないが、上記チャンバケーシング（101）は、その外表面及び内表面
を断熱材によって覆われている。また、上記チャンバケーシング（101）内の各空気通路
（101a）を構成する壁面も断熱材によって覆われている。
【００５６】
　上記化粧パネル（11）は、平面視で矩形の板状に形成されている（図３参照）。上記図
２にも示すように、上記化粧パネル（11）は、その平面視形状が、本体ユニット（10）の
本体ケーシング（18）や掃除ユニット（100）のチャンバケーシング（101）の平面視形状
よりも一回り大きくなるように形成されている。上述のとおり、上記化粧パネル（11）は
、シール部材（103）を間に挟んだ状態でチャンバケーシング（101）の下側を覆うように
取り付けられ、これにより、該化粧パネル（11）は、図３に示す状態で室内側に露出する
ことになる。
【００５７】
　また、上記化粧パネル（11）には、図３に示すように、１つの吸込口（13）と４つの吹
出口（14,14,…）とが形成されている。上記吸込口（13）は、化粧パネル（11）の中央部
に略矩形状に形成されていて、後述するスリット部（12a）を有する吸込グリル（12）が
嵌め込まれている。上記各吹出口（14）は、細長い矩形状に形成されていて、上記掃除ユ
ニット（100）の空気通路（101a,101a,…）に対応して上記化粧パネル（11）の各辺に沿
うように設けられている。そして、各吹出口（14）には、風向調整板（15）が設けられて
いる（図２等参照）。この風向調整板（15）は、回動して風向（吹出方向）を調整するよ
うに構成されている。
【００５８】
　上記吸込グリル（12）は、その中央部分にスリット状の複数の開口が形成されたスリッ
ト部（12a）を有するカバー部材であり、上記化粧パネル（11）の吸込口（13）を覆うよ
うに取り付けられている。また、この吸込グリル（12）には、詳しくは後述するように、
掃除機のノズル（150）を挿入するためのノズル挿入部（110）が設けられている。このノ
ズル挿入部（110）は、上記掃除ユニット（100）の塵埃捕集箱（90）内に貯留された塵埃
を掃除機によって回収できるように、該掃除機のノズル（150）を挿入可能に構成されて
いる。
【００５９】
　さらに、上記化粧パネル（11）には、後述するように、上記掃除ユニット（100）の塵
埃捕集箱（90）内に所定量以上の塵埃が貯留された場合や、塵埃除去手段（50）によって
エアフィルタ（30）に付着した塵埃を除去している場合などに点灯するＬＥＤ（16）が設
けられている。
【００６０】
　〈掃除ユニットの構成〉
　次に、上記掃除ユニット（100）内の構成について図４～図１４に基づいて以下で詳し
く説明する。
【００６１】
　上述のとおり、上記掃除ユニット（100）は、平面視で略矩形状のチャンバケーシング
（101）内に、エアフィルタ（30）、塵埃除去手段（50）、塵埃搬送手段（80）、塵埃捕
集箱（90）及び電装品箱（105）などが配置されてなるもので、上記本体ユニット（10）
の室内ファン（21）の吸込口の下方に位置する上記エアフィルタ（30）を清掃するための
ユニットである。
【００６２】
　また、上記掃除ユニット（100）には、上記ベルマウス（24）の下方を覆うように仕切
板（25）（チャンバ仕切板）が設けられている。この仕切板（25）は、例えば図２に示す
ように、上記ベルマウス（24）と上記吸込グリル（12）との間の空間を上下に仕切ってい
る。つまり、上記仕切板（25）は、室内熱交換器（22）の上流側空間をベルマウス（24）
を含む室内熱交換器（22）側と吸込グリル（12）側とに区画している。
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【００６３】
　上記仕切板（25）の中央には、図２や図５に示すように、吸込口（13）から吸い込まれ
た空気がベルマウス（24）へ流入するための通気孔（26）が形成されていて、この通気孔
（26）を下方から覆うように、エアフィルタ（30）が配置されている。すなわち、上記仕
切板（25）は、掃除ユニット（100）のチャンバケーシング（101）の側壁内面と、上記エ
アフィルタ（30）との間を塞ぐように設けられていて、これにより、上記吸込口（13）か
ら吸い込まれた空気がエアフィルタ（30）を必ず通過するようになっている。したがって
、上記仕切板（25）を設けることによって、その上流側の空気中に含まれる塵埃が、エア
フィルタ（30）に捕捉されることなく該仕切板（25）の下流側に流れ込むのを確実に防止
することができる。
【００６４】
　上記仕切板（25）に設けられた通気孔（26）は、円形孔が径方向に延びる４つの径方向
梁部（27）によって内部を扇形に仕切られている。各径方向梁部（27）は、互いに上記通
気孔（26）の円中心で繋がっており、その部分に円筒状のフィルタ回転軸（28）が下方に
突出形成されている。このフィルタ回転軸（28）は、上記エアフィルタ（30）が回転する
ための回転軸である。また、上記径方向梁部（27）のうちの一つには、上記エアフィルタ
（30）を塵埃除去手段（50）の回転ブラシ（51）に対して上から押さえつけるためのフィ
ルタ押さえ（29）が２つ設けられている。
【００６５】
　なお、詳しくは後述するように、上記仕切板（25）の通気孔（26）の側方には、該通気
孔（26）と繋がるようにサービス孔（25a）（開口）が形成されていて、このサービス孔
（25a）を塞ぐようにサービス蓋（106）（蓋部材）が配設されている（図２２及び図２３
参照）。
【００６６】
　上記図５に示すように、上記エアフィルタ（30）は、仕切板（25）の通気孔（26）の下
方に配置され、上記ベルマウス（24）及び通気孔（26）よりも大径の円板状に形成されて
いる。具体的には、上記エアフィルタ（30）は、環状のフィルタ本体（31）とメッシュ部
材（37）とを備えている。このフィルタ本体（31）の外周面には、ギア部（32）が設けら
れている一方、フィルタ本体（31）の中心部には、径方向に放射状の延びる６つの径方向
リブ（34）によって支持される円筒状の軸挿通部（33）が設けられている。つまり、各径
方向リブ（34）は、軸挿通部（33）から放射状に延びて上記フィルタ本体（31）に接続し
ている。また、上記フィルタ本体（31）の内側には、該フィルタ本体（31）と同心に配置
された環状の内側周方向リブ（35）および外側周方向リブ（36）が設けられている。この
外側周方向リブ（36）は、内側周方向リブ（35）よりも大径に形成されている。ここで、
図６に示すように、上記軸挿通部（33）は、その内径が上記仕切板（25）に形成されたフ
ィルタ回転軸（28）や、後述する止めネジ（28a）の頭部よりも大径に形成されている。
【００６７】
　上記メッシュ部材（37）は、フィルタ本体（31）の内側全体に張られている。吸込口（
13）から吸い込まれた空気は、エアフィルタ（30）のメッシュ部材（37）を通過してベル
マウス（24）へ流入する。その際、空気中の塵埃が上記メッシュ部材（37）に捕捉される
。
【００６８】
　また、上記エアフィルタ（30）は、上述したフィルタ押さえ（29）が環状の各周方向リ
ブ（35,36）の上面に当接することによって下方へ付勢される。これにより、エアフィル
タ（30）が後述する塵埃除去手段（50）の回転ブラシ（51）に押さえ付けられる。したが
って、この構成により、塵埃除去手段（50）による塵埃の除去効率の向上を図ることがで
きる。
【００６９】
　図５及び図６に示すように、上記エアフィルタ（30）は、軸挿通部（33）が仕切板（25
）のフィルタ回転軸（28）に対して回転可能に嵌め込まれる。上記エアフィルタ（30）の
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下方には、塵埃除去手段（50）の塵埃貯留容器（60）が配置されており、該エアフィルタ
（30）が軸挿通部（33）に嵌め込まれた状態で、後述する上記塵埃貯留容器（60）のフィ
ルタ取付部（68）と仕切板（25）の軸挿通部（33）とが止めネジ（28a）によって固定さ
れている。これにより、仕切板（25）と塵埃貯留容器（60）との間にエアフィルタ（30）
が挟み込まれた状態で保持される。
【００７０】
　上記エアフィルタ（30）の近傍には、図４及び図７に示すように、該エアフィルタ（30
）を回転駆動するためのフィルタ駆動手段（40）が設けられている。このフィルタ駆動手
段（40）は、上記図７に示すように、フィルタ駆動モータ（41）及びリミットスイッチ（
44）を備えている。フィルタ駆動モータ（41）の駆動軸には、駆動ギア（42）が設けられ
、該駆動ギア（42）がエアフィルタ（30）のギア部（32）と噛み合っている。駆動ギア（
42）の一端面（図の例では下面）には、突片であるスイッチ作動部（43）が設けられてい
る。このスイッチ作動部（43）は、駆動ギア（42）の回転によりリミットスイッチ（44）
のレバー（44a）に当接することで該レバー（44a）を動かすようになっている。このレバ
ー（44a）が動作すると、それをリミットスイッチ（44）が検知するように構成されてい
る。つまり、上記スイッチ作動部（43）およびリミットスイッチ（44）は、上記駆動ギア
（42）の回転を検出するように構成されていて、これにより、該駆動ギア（42）の回転数
に応じて上記塵埃除去手段（50）を動作させる時期を検出したり、該駆動ギア（42）が回
転していない場合の異常検知を行ったりすることが可能となる。
【００７１】
　次に、上記掃除ユニット（100）内に設けられた、上記塵埃除去手段（50）、貯留量検
出手段（70）、塵埃搬送手段（80）及び塵埃捕集箱（90）について、図８～図１４を参照
しながら説明する。
【００７２】
　上記塵埃除去手段（50）は、エアフィルタ（30）に捕捉された塵埃を除去するためのも
のである。この塵埃除去手段（50）は、図１０及び図１１に示すように、ブラシ部材であ
る回転ブラシ（51）および清掃用ブラシ（52）と、ブラシ駆動手段（53）と、除去した塵
埃を集めておくための塵埃貯留容器（60）とを備えている。上記図１０に示すように、上
記回転ブラシ（51）および清掃用ブラシ（52）は、塵埃貯留容器（60）のブラシ用開口（
63）に設けられている。
【００７３】
　上記回転ブラシ（51）は、細長い円柱状のシャフト（51a）と、該シャフト（51a）の外
周面に設けられたブラシ（51b）とを備えている。このブラシ（51b）は、複数の植毛によ
って構成されている。そして、上記ブラシ（51b）は、シャフト（51a）外表面の周方向の
一部分に、該シャフト（51a）の軸方向に亘って設けられている。
【００７４】
　上記清掃用ブラシ（52）は、回転ブラシ（51）の一側に、該回転ブラシ（51）と接触可
能に配置されている。上記清掃用ブラシ（52）は、本体部（52a）と、ブラシ（52b）と、
バネ部（52c）とを備えている。この本体部（52a）は、板状部材であり、上記回転ブラシ
（51）のシャフト（51a）に対応して同じ長さになるように形成されている。上記本体部
（52a）は、回転ブラシ（51）の外周面に対して所定間隔で対向するように配置されてい
る。また、上記本体部（52a）の上部は、回転ブラシ（51）のシャフト（51a）の外周面に
沿うように円弧状に形成されている。この本体部（52a）の円弧状の上部には、該本体部
（52a）の長さ方向に亘ってブラシ（52b）が設けられている。上記バネ部（52c）は、板
ばねによって構成されていて、その一方の端部が上記本体部（52a）の下端に接続されて
いる一方、他方の端部が上記塵埃貯留容器（60）の内壁に接続されている。つまり、上記
本体部（52a）は、その下端部を上記バネ部（52c）によって支持されている。
【００７５】
　上記回転ブラシ（51）および清掃用ブラシ（52）は、それぞれ、円形状のエアフィルタ
（30）の半径と同等以上の長さになるように形成されていて、エアフィルタ（30）の円中
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心から径方向外方へ延びるように配置されている。すなわち、図４に示すように、上記塵
埃除去手段（50）は、上記エアフィルタ（30）の径方向に延びるように配置されている。
【００７６】
　上記回転ブラシ（51）は、回転するエアフィルタ（30）のメッシュ部材（37）にブラシ
（51b）が接触することにより、該メッシュ部材（37）から塵埃を除去するように構成さ
れている。また、上記回転ブラシ（51）は、図１０および図１１に示すように、上記ブラ
シ駆動手段（53）によって可逆に回転駆動される。上記ブラシ駆動手段（53）は、図８及
び図９に示すように、ブラシ駆動モータ（54）と、互いに噛み合う駆動ギア（55）および
従動ギア（56）とを備えている。駆動ギア（55）はブラシ駆動モータ（54）の駆動軸に設
けられ、従動ギア（56）は回転ブラシ（51）のシャフト（51a）の端部に設けられている
。この構成により、上記ブラシ駆動モータ（54）の回転が駆動ギア（55）及び従動ギア（
56）を介して回転ブラシ（51）に伝達され、該回転ブラシ（51）が回転駆動される。
【００７７】
　以上の構成より、上記回転ブラシ（51）がブラシ駆動手段（53）によって回転すると、
上記清掃用ブラシ（52）のブラシ（52b）は、回転ブラシ（51）のブラシ（51b）と接触し
、該清掃用ブラシ（52）によって回転ブラシ（51）のブラシ（51b）から塵埃が除去され
る。つまり、上記清掃用ブラシ（52）は、回転ブラシ（51）から塵埃を除去して該回転ブ
ラシ（51）を清掃するためのものであり、上記ブラシ駆動手段（53）は、該回転ブラシ（
51）のブラシ（51b）に捕捉された塵埃を上記清掃ブラシ（52）にこすり付けるように該
回転ブラシ（51）を回転させるためのものである。
【００７８】
　また、上記回転ブラシ（51）および清掃用ブラシ（52）の各ブラシ（51b,52b）は、い
わゆるパイル織物で構成されている。このパイル織物は、基布に毛（パイル糸）が織り込
まれて成る有毛繊維であり、毛足が比較的短い。また、このパイル織物は、毛並みが一定
方向に傾斜する傾斜パイルである。
【００７９】
　具体的には、上記回転ブラシ（51）におけるブラシ（51b）の毛並みは、図１０におい
てシャフト（51a）から左側に向かって傾斜している。つまり、このブラシ（51b）の毛並
みは、エアフィルタ（30）の回転方向に対向するように傾斜している。このように、エア
フィルタ（30）がブラシ（51b）の毛並みに対向するように回転すると、メッシュ部材（3
7）に捕捉された塵埃が効率よく掻き出される。
【００８０】
　また、清掃用ブラシ（52）におけるブラシ（52b）の毛並みは、図１０において本体部
（52a）から斜め下側に向かって傾斜している。つまり、このブラシ（52b）の毛並みは、
回転ブラシ（51）が上記図１０において時計回りに回転する際に、その回転方向に対向す
るように傾斜している。これにより、上記回転ブラシ（51）が上記清掃用ブラシ（52）の
ブラシ（52b）の毛並みに対向するように回転することで、該回転ブラシ（51）のブラシ
（51b）に付着している塵埃を上記清掃用ブラシ（52）のブラシ（52b）で除去することが
可能となる。
【００８１】
　なお、これら回転ブラシ（51）および清掃用ブラシ（52）の塵埃除去動作については、
後で詳述する。
【００８２】
　上記塵埃貯留容器（60）は、清掃用ブラシ（52）によって回転ブラシ（51）から除去さ
れた塵埃を集めて一時的に貯留するためのものである。この塵埃貯留容器（60）は、側面
視（図８において右側から視た場合）で上側部分が下側部分に対して右側方に膨出した、
やや逆くの字に屈曲している柱状の容器である。上記塵埃貯留容器（60）は、上側部分が
エアフィルタ（30）の塵埃を除去するための回転ブラシ（51）等が配設される除去部（61
）であり、下側部分が該回転ブラシ（51）によってエアフィルタ（30）から除去された塵
埃を貯留するための貯留部（62）となっている。なお、本発明の塵埃除去部は、上記塵埃
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貯留容器（60）の除去部（61）内に回転ブラシ（51）及び清掃ブラシ（52）が配設された
構成に対応する。
【００８３】
　具体的には、上記除去部（61）の上面には、その長手方向に延びるようにブラシ用開口
（63）が形成されていて、上述したようにそのブラシ用開口（63）内に塵埃除去手段（50
）の回転ブラシ（51）および清掃用ブラシ（52）が設けられている。
【００８４】
　また、上記除去部（61）の一側面に上述したフィルタ取付部（68）が設けられている。
このフィルタ取付部（68）は、上記貯留部（62）よりも側方に膨出した除去部（61）の膨
出方向に開口するように、平面視で略Ｕ字状に突出形成されたものである。また、上記フ
ィルタ取付部（68）は、図６に示すように、その略Ｕ字状の内側の幅寸法が、仕切板（25
）のフィルタ回転軸（28）に螺合する止めネジ（28a）のネジ部の直径よりも大きく、該
フィルタ回転軸（28）の直径よりも小さくなるように形成されている。
【００８５】
　これにより、上記図６に示すように、上記フィルタ取付部（68）と仕切板（25）の径方
向梁部（27）との間にエアフィルタ（30）を挟み込んだ状態で、上記止めネジ（28a）を
フィルタ回転軸（28）に螺合させることで、該エアフィルタ（30）をフィルタ取付部（68
）及び仕切板（25）に対して固定することができる。そして、上記エアフィルタ（30）を
取り外す際には、上記止めネジ（28a）を緩めて、上記フィルタ取付部（68）の形成され
た塵埃貯留容器（60）を上記除去部（61）の膨出方向とは反対側（フィルタ取付部（68）
の開口方向）に回動させることで、上記フィルタ回転軸（28）に止めネジ（28a）が螺合
した状態でエアフィルタ（30）の下側の押さえである上記フィルタ取付部（68）のみを該
エアフィルタ（30）の軸挿通部（33）の下方から移動させることができる。そして、上述
のとおり、上記エアフィルタ（30）の軸挿通部（33）は、その内径が上記仕切板（25）の
フィルタ回転軸（28）や止めネジ（28a）よりも大径に形成されているため、該エアフィ
ルタ（30）を下方から取り外すことができる。
【００８６】
　以上のようなエアフィルタ（30）の取り付け構造にすることで、上記止めネジ（28a）
を外すことなく、容易にエアフィルタ（30）を取り外すことができる。
【００８７】
　上記貯留部（62）は、断面視で下端側（底部側）が円弧状に膨出している。そして、そ
の貯留部（62）の円弧部には、清掃用ブラシ（52）によって回転ブラシ（51）から除去さ
れた塵埃が落下して貯留される。また、上記貯留部（62）は、筒状に形成されていて、そ
の長手方向の両端部（66,67）が開口している。この貯留部（62）の第１端部（66）には
、後述する塵埃搬送手段（80）のダンパボックス（81）が接続され、第２端部（67）には
、後述する塵埃搬送手段（80）の搬送用ダクト（88）が接続されている。
【００８８】
　また、上記図１０に示すように、上記塵埃貯留容器（60）には、貯留部（62）に貯留さ
れた塵埃量を検出するための貯留量検出手段（70）が設けられている。この貯留量検出手
段（70）は、センサボックス（71）内に収納された発光ＬＥＤ（72）及びフォトトランジ
スタ（73）を備えている。上記センサボックス（71）は、塵埃貯留容器（60）の貯留部（
62）の第２端部（67）寄りに、該貯留部（62）の横断方向に延び且つその底部を覆うよう
に設けられている（図５、図８、図９参照）。上記発光ＬＥＤ（72）及びフォトトランジ
スタ（73）は、上記センサボックス（71）内に、上記貯留部（62）をその横断方向に挟ん
で対向配置されている。一方、上記貯留部（62）の壁面には、上記発光ＬＥＤ（72）及び
フォトトランジスタ（73）にそれぞれ対応して、第１透明窓（64）および第２透明窓（65
）が設けられている。
【００８９】
　以上の構成により、上記貯留量検出手段（70）において、発光ＬＥＤ（72）で生じた光
は、第１透明窓（64）および第２透明窓（65）を順に透過した後、フォトトランジスタ（
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73）によって光度が検出される。このフォトトランジスタ（73）によって検出された光度
に応じて、貯留部（62）における塵埃の貯留量（即ち、充填度）を検出することができる
。すなわち、塵埃の貯留量が少ないと、上記貯留部（62）において第１透明窓（64）から
第２透明窓（65）への光の透過率が高くなり、上記フォトトランジスタ（73）によって検
出される光度が高くなる。逆に、塵埃の貯留量が多いと、上記貯留部（62）において第１
透明窓（64）から第２透明窓（65）への光の透過率が低くなり、上記フォトトランジスタ
（73）によって検出される光度が低くなる。したがって、この貯留量検出手段（70）によ
れば、例えば、光度が所定値以下になると、貯留部（62）の貯留量が多いと判断すること
ができる。これにより、後述する塵埃搬送手段（80）によって貯留部（62）内の塵埃を搬
送する塵埃搬送動作を行った後でも、上記貯留量検出手段（70）によって上記貯留部（62
）内の塵埃の貯留量が多いと検出された場合には、塵埃の搬送先である塵埃捕集箱（90）
内が満杯であると判断することが可能になる。
【００９０】
　また、上述のように、上記貯留量検出手段（70）を、搬送用ダクト（88）に繋がる上記
貯留部（62）の第２端部（67）寄りに設けることで、塵埃が該搬送用ダクト（88）内を搬
送されて塵埃捕集箱（90）内に集められる際に、該第２端部（67）で塵埃が詰まったりし
た場合でも、その状態を検出することが可能になる。すなわち、本実施形態のような構成
では、上記搬送用ダクト（88）との接続部分である上記貯留部（62）の第２端部（67）周
辺で最も塵埃が詰まり易くなるが、この部分に上記貯留量検出手段（70）を設けることに
より、塵埃の詰まりをより確実に検出することが可能になる。
【００９１】
　上記塵埃搬送手段（80）は、例えば、図４、図５、図８、図１２および図１３に示すよ
うに、上述したダンパボックス（81）および搬送用ダクト（88）と、導入用ダクト（86）
と、吸引用ダクト（87）とを備えている。
【００９２】
　上記ダンパボックス（81）は、直方体状に形成されていて、その長手方向の一端側が上
記貯留部（62）の第１端部（66）に接続されている。図１２および図１３に示すように、
上記ダンパボックス（81）内には、開閉部材であるダンパ（82）が設けられている。この
ダンパ（82）が閉まると、ダンパボックス（81）の内部空間がその長手方向に仕切られる
。つまり、ダンパボックス（81）の内部空間は、上記ダンパ（82）によって、他端側の第
１室（81a）と一端側である塵埃貯留容器（60）側の第２室（81b）とに区画される。上記
ダンパボックス（81）の一端側に区画形成される上記第２室（81b）には、上述したよう
に、貯留部（62）の第１端部（66）が接続されていて、該第２室（81b）と貯留部（62）
とが連通している。
【００９３】
　図９や図１３に示すように、上記塵埃搬送手段（80）は、ダンパ（82）を開閉駆動する
ためのダンパ駆動モータ（83）と駆動ギア（84）と従動ギア（85）とを備えている。この
駆動ギア（84）はダンパ駆動モータ（83）の駆動軸に接続されていて、上記従動ギア（85
）は、ダンパ（82）の回動軸に接続されている。そして、これらの駆動ギア（84）および
従動ギア（85）は、互いに噛み合うように配置されている。この構成により、上記ダンパ
駆動モータ（83）の回転は、各ギア（84,85）を介してダンパ（82）の回動軸に伝達され
る。これにより、上記ダンパ駆動モータ（83）の回転によって上記ダンパ（82）は回動軸
を中心に回動する、開閉動作が行われる。
【００９４】
　上記導入用ダクト（86）は、その一端側が上記ダンパボックス（81）の上面に接続され
ていて、該ダストボックス（81）内の第１室（81a）に連通している。一方、上記導入用
ダクト（86）の他端側は、図１２に示すように、ダンパボックス（81）から鉛直上方に延
びて、掃除ユニット（100）と本体ユニット（10）との間に設けられた仕切板（25）を貫
通し、該本体ユニット（10）のドレンパン（23）の延出部に接続されている。上記導入用
ダクト（86）は、円形状の横断面を有する上流側ダクト（86a）および下流側ダクト（86b
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）を備えていて、これらの２つの部材（83a,83b）が止めネジ（86c）によって上下方向に
連結されている。
【００９５】
　上記上流側ダクト（86a）は、その横断面積（流路面積）が上記下流側ダクト（86b）の
横断面積（流路面積）よりも大きくなるように形成されている。この下流側ダクト（86b
）の下端（図１２における下側）は、ダンパボックス（81）の上面に接続されている一方
、上記上流側ダクト（86a）の上端（図１２における上側）は、ドレンパン（23）の水平
に延びる延出部にシール部材（86e）を介して当接している。このドレンパン（23）の延
出部には、貫通孔である導入口（86d）が形成されている。そして、この導入口（86d）を
通じて、上流側ダクト（86a）が室内ファン（21）側の空間と連通している。つまり、こ
の導入用ダクト（86）は、室内ファン（21）の吹出空気をダンパボックス（81）内へ導入
するように構成されている。
【００９６】
　また、上記導入用ダクト（86）は、上流側ダクト（86a）と下流側ダクト（86b）との連
結部分が仕切板（25）の貫通部に位置している。具体的には、上流側ダクト（86a）の底
板と下流側ダクト（86b）の上端フランジとで仕切板（25）の貫通孔周縁を挟み込むよう
に、両ダクト（86a,86b）が連結されている。この構成により、上記導入用ダクト（68）
が脱落しないように上記仕切板（25）の貫通孔周縁を挟み込みつつ、該導入用ダクト（68
）の上端をベルマウス（24）に接続させることが可能になる。
【００９７】
　さらに、上述のように、上記上流側ダクト（86a）の底板と下流側ダクト（86b）の上端
フランジとで仕切板（25）の貫通孔周縁を挟み込むような構成にすることで、該上流側ダ
クト（86a）と下流側ダクト（86b）との連結部分が仕切板（25）に対して回動可能になる
。しかも、本実施形態では、上記上流側ダクト（86a）と上記シール部材（86e）との当接
部分も回動可能に構成されているため、上記導入用ダクト（86）、ダンパボックス（81）
及び塵埃除去手段（50）は、導入用ダクト（86）の軸心（導入口）を中心にして一体で回
動できるようになる。
【００９８】
　上記吸引用ダクト（87）は、例えば図１３や図１４に示すように、流入側である一端が
上記ダンパボックス（81）の一端側の下面に接続されていて、該ダンパボックス（81）内
の第２室（81b）に連通している。一方、上記吸引用ダクト（87）の流出側である他端は
、化粧パネル（11）に形成されたノズル挿入部（110）に接続されている。このノズル挿
入部（110）は、詳しくは後述するように、掃除機のノズル（150）を挿入して吸引するた
めの開口を有している。
【００９９】
　具体的には、上記吸引用ダクト（87）は、図１４に示すように、上記ダンパボックス（
81）の下面に回動可能に設けられた接続管（87a）と、該接続管（87a）と上記化粧パネル
（11）のノズル挿入部（110）とを接続するフレキシブルダクト（87b）と、からなる。こ
のように、上記ダンパボックス（81）に接続される接続管（87a）を回動可能に構成し、
該接続管（87a）と上記ノズル挿入部（110）とを変形可能なフレキシブルダクト（87b）
によって接続することで、上記図１４に示すように、設置する際に下面視で吸込グリル（
12）のスリット部（12a）の向きが変わった場合でも、上記ダンパボックス（81）とノズ
ル挿入部（110）とを確実に接続することができる。したがって、上記吸込グリル（12）
のスリット部（12a）の向きをユーザーの好みに合わせて自由に変えることが可能となる
。
【０１００】
　上記搬送用ダクト（88）は、図２～図４に示すように、一端が塵埃貯留容器（60）にお
ける貯留部（62）の第２端部（67）に接続され、他端が後述する塵埃捕集箱（90）に接続
されている。この搬送用ダクト（88）によって、上記塵埃貯留容器（60）と塵埃捕集箱（
90）とを連通させることができ、該搬送用ダクト（88）内での塵埃の搬送が可能になる。
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なお、上記搬送用ダクト（88）はフレキシブルチューブによって構成されている。
【０１０１】
　上述のような構成を有する塵埃搬送手段（80）において、冷暖房を行う通常運転の場合
、上記ダンパボックス（81）のダンパ（82）は閉じられている（図１３（Ａ）参照）。こ
れにより、室内ファン（21）の吹出空気はダンパボックス（81）の第２室（81b）へ導入
されない。一方、上記塵埃貯留容器（60）内の塵埃を塵埃捕集箱（90）に搬送する場合に
は、上記ダンパボックス（81）のダンパ（82）が開く（図１３（Ｂ）参照）。これにより
、上記室内ファン（21）の吹出空気が導入用ダクト（86）およびダンパボックス（81）を
介して上記塵埃貯留容器（60）内へ導入される。その結果、該塵埃貯留容器（60）内の塵
埃は、導入された空気と共に上記搬送用ダクト（88）を流れて上記塵埃捕集箱（90）内へ
搬送される。つまり、上述のように、上記ダンパボックス（81）内のダンパ（82）を開く
ことにより、室内ファン（21）の吹出空気を利用して上記塵埃貯留容器（60）の塵埃を該
塵埃貯留容器（60）内から排出して所定位置まで搬送することができる。
【０１０２】
　さらに、上記塵埃搬送手段（80）では、上記塵埃捕集箱（90）内に捕集された塵埃をケ
ーシング（10）外へ排出する場合も、上記ダンパボックス（81）のダンパ（82）は閉じら
れている（図１３（Ｃ）参照）。この場合には、詳しくは後述するように、掃除機によっ
てノズル挿入部（110）から吸引することで、上記塵埃捕集箱（90）内の塵埃が搬送用ダ
クト（88）、ダンパボックス（81）および吸引用ダクト（87）を通じて掃除機に吸引され
る。
【０１０３】
　上記塵埃捕集箱（90）は、上述のとおり、上記塵埃貯留容器（60）内の塵埃が搬送され
て貯留されるものである。この塵埃捕集箱（90）は、例えば図３や図４に示すように、や
や細長い略直方体状に形成され、上記塵埃貯留容器（60）と同様に仕切板（25）の下方に
配置されている。そして、上記塵埃捕集箱（90）は、平面視でエアフィルタ（30）と重な
らないように（エアフィルタ（30）の外方に位置するように）、該エアフィルタ（30）の
側方で且つ上記仕切板（25）の一端辺に沿って配置されている。本実施形態では、上記塵
埃捕集箱（90）は、上記ダンパボックス（81）に対して、エアフィルタ（30）を挟んで対
向する位置で、且つ上記本体ユニット（10）の電装品箱（20）及びサービス蓋（106）の
下方に配置される（図２１～図２３参照）。また、上記塵埃捕集箱（90）は、上記エアフ
ィルタ（30）との干渉を確実に防止するために、該エアフィルタ（30）側の側板が、該エ
アフィルタ（30）の外周に対応して円弧状に形成されている。なお、本実施形態では、上
記塵埃捕集箱（90）は、平面視で上記エアフィルタ（30）の外方に設けられているが、こ
の「エアフィルタ（30）の外方」とは、該塵埃捕集箱（90）が空気の流れを阻害しない程
度であれば、平面視で該塵埃捕集箱（90）の一部がエアフィルタ（30）と重なっていても
良い。
【０１０４】
　また、上記塵埃捕集箱（90）は、一方の端部（一側部）の側面に流入口（94）が形成さ
れていて、該流入口（94）に上記搬送用ダクト（88）の他端側が接続されている。一方、
上記塵埃捕集箱（90）の他方の端部（他側部）は、掃除ユニット（100）のチャンバケー
シング（101）を貫通しており、その端面には該ケーシング（101）の外方に開口する排気
口（91）が設けられている。すなわち、上記塵埃捕集箱（90）は、搬送用ダクト（88）が
接続される側とは反対側の端部に排気口（91）が設けられていて、その内部を長手方向に
空気が流れやすい構成になっている。なお、上記塵埃捕集箱（90）は、排気口（91）側の
部分が他の部分よりも断面積が小さくなっている。ここで、上記図４において、符号93は
、上記塵埃捕集箱（90）のチャンバケーシング（101）を貫通する部分を、ケーシング内
側からシールするシール部材である。
【０１０５】
　また、上記塵埃捕集箱（90）内には、上記排気口（91）寄りにフィルタ（92）が設けら
れている。このフィルタ（92）を設けることで、塵埃貯留容器（60）から塵埃捕集箱（90
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）内に塵埃を搬送する際に、空気は排気口（91）から排出される一方、搬送された塵埃は
上記フィルタ（92）に捕捉されて排気口（91）から流出することはない。また、掃除機に
よる吸引によって塵埃捕集箱（90）から塵埃が排出される場合には、室内空気が上記排気
口（91）を通じて該塵埃捕集箱（90）内に流入するが、流入した空気中の塵埃は上記フィ
ルタ（92）によって捕捉される。
【０１０６】
　上述のように、上記排気口（91）による給排気によって塵埃捕集箱（90）内の圧力バラ
ンスが適切になるので、該塵埃捕集箱（90）に対する塵埃の搬送動作および排出動作が適
切に行われる。
【０１０７】
　上記電装品箱（105）は、掃除ユニット（100）内のフィルタ駆動手段（40）や、塵埃除
去手段（50）、塵埃搬送手段（80）などを駆動制御するための電子部品等が収納されたも
ので、内部の電装部品は、上記本体ユニット（10）の電装品箱（20）内の電装部品と信号
線等により信号の授受可能に電気的に接続されている。
【０１０８】
　また、上記電装品箱（105）は、図３に示すように、掃除ユニット（100）の仕切板（25
）の下方に、上記塵埃捕集箱（90）の配置される辺と隣り合う辺で、且つ上記塵埃貯留容
器（60）に接続されるダンパボックス（81）とはエアフィルタ（30）を挟んで対向する位
置に配置されている。これにより、詳しくは後述するように、メンテナンス時に上記掃除
ユニット（100）の仕切板（25）に設けられたサービス蓋（106）やエアフィルタ（30）を
取り外す際、上記塵埃貯留容器（60）を回動させても電装品箱（105）が該塵埃貯留容器
（60）と干渉するのを確実に防止することができる。
【０１０９】
　〈ノズル挿入部〉
　次に、上記吸引用ダクト（87）が接続されるノズル挿入部（110）について、図１５～
図１８に基づいて以下で詳細に説明する。上記ノズル挿入部（110）は、上記吸込グリル
（12）のスリット部（12a）の外側に設けられている。上記ノズル挿入部（110）は、図１
６に示すように、上記吸込グリル（12）の天井裏側に設けられた箱状のカバー部材（111
）を備えている。このカバー部材（111）は、直方体状に形成された上部カバー（116）と
下方に開口する箱状に形成された下部カバー（117）とが上下に接続されてなるもので、
該上部カバー（116）内には第１空間（114）が、該下部カバー（117）内には第２空間（1
15）が、それぞれ形成されている。
【０１１０】
　また、上記上部カバー（116）は、下部カバー（117）に対して回動可能に接続されてい
る。具体的には、上記上部カバー（116）の下面には、円形状の開口（116a）が形成され
ている一方、上記下部カバー（117）の上面には、上記開口（116a）の周縁部に係合可能
な係合部（117a）が形成されていて、該係合部（117a）に対して上記開口（116a）の周縁
部が係合した状態で上記上部カバー（116）が下部カバー（117）に対して回動できるよう
に構成されている。すなわち、上記下部カバー（117）の係合部（117a）は、上記上部カ
バー（116）の開口（116a）に対応して該下部カバー（117）の上面から上方に突出する円
筒状の本体部（117b）と、その突出端側に径方向外方に膨出するように設けられた膨出部
（117c）とを備えている。図１６に示すように、この膨出部（117c）と上記下部カバー（
117）の上面との間に、上記上部カバー（116）の下面に形成された上記開口（116a）の周
縁部を挟み込むことで、該上部カバー（116）を下部カバー（117）に対して回動可能に係
合させることができる。なお、特に図示しないが、上記上部カバー（116）は、幅方向（
図１６において紙面方向）に分割されているため、上記下部カバー（117）に対して上部
カバー（116）を組み付ける際には、該下部カバー（117）の係合部（117a）を挟み込むよ
うに組み付ければよい。
【０１１１】
　上記上部カバー（116）の側面の一つは、上方に向かうほど外方に位置するように傾斜
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して形成されている。該側面には、斜め下方に向かって開口するようにダクト用開口（11
6b）が形成されていて、このダクト用開口（116b）に上記吸引用ダクト（87）のフレキシ
ブルダクト（87b）の他端側が後述するように着脱可能に接続されている。上記ダクト用
開口（116b）は、上部カバー（116）の内側から弁体（126）によって覆われている。この
弁体（126）は、その上端部で上記上部カバー（116）に回動可能に支持されているととも
に、該上端部から上部カバー（116）内に向かって突出する突出部（126a）が設けられて
いる。詳しくは後述するように、上記突出部（126a）はピストン部材（120）の一部と当
接しており、上記弁体（126）は、該ピストン部材（120）の上下動によって開閉するよう
に構成されている。
【０１１２】
　上記吸込グリル（12）には、上記下部カバー（117）に対応して、開口部（12b）が形成
されている。この開口部（12b）内には、２枚の板状の蓋部材（112,112）（カバー）が並
設されていて、これらの蓋部材（112,112）が開口部（12b）の互いに対向する内縁部を中
心として上方へ回動するように下部カバー（117）に取り付けられている。すなわち、上
記蓋部材（112）は、開口部（12b）に、上方に向かって両開きとなるように設けられてい
る。さらに、上記蓋部材（112）の回動中心側と上記下部カバー（117）の内面との間には
、バネ部材（113）が設けられていて、このバネ部材（113）により該蓋部材（112）は閉
方向に付勢されている。これにより、上記図１６(Ａ）のように掃除機のノズル（150）を
挿入していない状態では、上記蓋部材（112）を常に閉じた状態にすることができ、室内
側からノズル挿入部（110）の内部が見えにくくすることができるとともに、塵埃が室内
へ流出するのを防止することができる。
【０１１３】
　上記下部カバー（117）の係合部（117a）における円筒状の本体部（117b）の内側は、
後述するピストン部材（120）のノズル接続部（121）が挿通する挿通孔（117d）を構成し
ている。すなわち、上記係合部（117a）の本体部（117b）は、上記ノズル接続部（121）
がスライド移動する際のガイドとして機能する。このような構成にすることで、上記ノズ
ル接続部（121）、すなわちピストン部材（120）をスムーズに上下動させることができる
。
【０１１４】
　上記ピストン部材（120）は、掃除機のノズル（150）が当接するノズル接続部（121）
と、該ノズル接続部（121）の上側に該ノズル接続部（121）と一体形成された軸部（122
）とを備えている。上記ノズル接続部（121）は、室内側に突出する半球状に形成されて
いるとともに、その上側を平板部（121a）によって覆われている。このノズル接続部（12
1）の突出端部には穴部（121b）が設けられている。これにより、断面形状や大きさの異
なる掃除機のノズル（150）でも、上記ノズル接続部（121）に対して確実に当接させて、
上記穴部（121b）を介して塵埃を吸引回収することができる。
【０１１５】
　上記ノズル接続部（121）は、内部が空洞になっているとともに、図１７に示すように
、その基端側（図中の上側）の一部に、開口部（121c）が形成されている。この開口部（
121c）は、上記ノズル接続部（121）の半球状部分の基端側から平板部（121a）の一部に
亘って、斜め上方に向かって開口するように形成されている。そして、この開口部（121c
）の左右には、上記平板部（121a）から斜め上方に向かって延びる当接部（121d）が設け
られている。この当接部（121d）は、上記上部カバー（116）のダクト用開口（116b）を
カバー内側から覆う弁体（126）に形成された突出部（126a）に当接するように形成され
ている。すなわち、上記弁体（126）の突出部（126a）は、該弁体（126）の幅方向両端部
に設けられているとともに、上方へ向かって湾曲するように形成されているため、上記ノ
ズル接続部（121）が上昇すると、該ノズル接続部（121）の当接部（121d）によって上方
に押し上げられるように構成されている。これにより、図１６（Ｂ）に示すように、上記
弁体（126）を開状態にすることができる。
【０１１６】
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　上記軸部（122）は、上記ノズル接続部（121）の平板部（121a）上に上方に延びるよう
に一体形成されている。該軸部（122）の上端部は、上記上部カバー（116）の上面の内側
に形成された円筒状のガイド部（116c）内に位置付けられていて、これにより、上記ノズ
ル接続部（121）を上下方向によりスムーズに移動させることができるようになっている
。また、上記軸部（122）の外周側には、上記ガイド部（116c）の下端部と上記ノズル接
続部（121）の平板部（121a）との間に挟み込まれるようにバネ部材（125）が配設されて
いる。このバネ部材（125）は、上記ノズル接続部（121）を下方（最下点）に付勢するよ
うに構成されているとともに、該ノズル接続部（121）に対して下方から掃除機のノズル
（150）が押し付けられた場合には、該ノズル接続部（121）の上方への移動を許容するよ
うに構成されている。なお、上記ノズル接続部（121）は、上記バネ部材（125）によって
下方に付勢された状態で、平板部（121a）の外周部が下部カバー（117）の係合部（117a
）の膨出部（117c）に当接するように構成されている。
【０１１７】
　したがって、以上の構成により、上記ノズル接続部（121）に対して、掃除機のノズル
（150）を下方から押し付けると、該ノズル接続部（121）は上記バネ部材（125）の付勢
力に抗して上昇し、該ノズル接続部（121）に形成された開口部（121c）の全体が上部カ
バー（116）内の第１空間（114）に向かって開口するようになる。また、上記ノズル接続
部（121）の上昇に伴って、該ノズル接続部（121）の開口部（121c）の左右に設けられた
当接部（121d）が、上部カバー（116）のダクト用開口（116b）をカバー内側から覆う弁
体（126）の突出部（126a）を押し上げて、これにより、該弁体（126）を開状態にする。
そうすると、上記ダクト用開口（116b）を介して吸引用ダクト（87）と上記ノズル接続部
（121）の内部空間が連通状態になる。
【０１１８】
　すなわち、上記ノズル接続部（121）が上方へ変位すると、該ノズル接続部（121）の内
部空間が、該ノズル接続部（121）に形成された開口部（121c）、上部カバー（116）内の
第１空間（114）、吸引用ダクト（87）、ダンパボックス（81）、塵埃貯留容器（60）及
び搬送用ダクト（88）を介して、塵埃捕集箱（90）の内部と連通することになる。この状
態で、掃除機を動作させると、該掃除機の吸引力によって、上記塵埃捕集箱（90）内に貯
留された塵埃が、搬送用ダクト（88）、塵埃貯留容器（60）、ダンパボックス（81）、吸
引用ダクト（87）、カバー部材（111）の第１空間（114）、ノズル接続部（121）を介し
て掃除機のノズル（150）に吸引される。
【０１１９】
　一方、上記ノズル接続部（121）が掃除機のノズル（150）によって押し上げられていな
い状態では、該ノズル接続部（121）は、上記バネ部材（125）によって下方に付勢されて
いるため、図１６（Ａ）に示すように、ダクト用開口（116b）の弁体（126）は、上記ノ
ズル接続部（121）の当接部（121d）によって持ち上げられることなく、該ダクト用開口
（116b）を閉状態にする。これにより、上記ノズル接続部（121）と吸引用ダクト（87）
とは非連通状態となって、塵埃が室内へ飛散するのを防止できる。
【０１２０】
　なお、上記下部カバー（117）の内部の側面及び上面には、掃除機のノズル（150）を上
記ノズル接続部（121）に確実に当接させるためのノズルガイド部（118）が設けられてい
る。このノズルガイド部（118）は、上記下部カバー（117）の内部の側面と上面とに跨っ
て形成される板状の部材であり、直方体状の下部カバー（117）の上面の各辺に対して、
２つずつ設けられている。
【０１２１】
　ここで、上記フレキシブルダクト（87b）の接続構造について以下で詳細に説明する。
図１８に示すように、上記ノズル挿入部（110）とフレキシブルダクト（87b）との接続部
（131）において、該ノズル挿入部（110）の上部カバー（116）に第１接続部（132）を設
ける一方、それに対応する上記フレキシブルダクト（87b）の端部に第２接続部（133）を
設け、該第１接続部（132）と第２接続部（133）とを係合させる。
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【０１２２】
　上記第１接続部（132）は、概略円筒状の部材の外周面上に全周に亘って膨出する膨出
部（132a）が形成されたもので、この膨出部（132a）に後述する第２接続部（133）の係
合部（133c）が係合する。
【０１２３】
　上記第２接続部（133）は、上記第１接続部（132）よりも大径である概略円筒状の部材
からなる本体部（133a）を備えていて、その外周面上に爪部（133b）が一体形成されてい
る。この爪部（133b）は、上記フレキシブルダクト（87b）の軸方向外方に延びて上記第
１接続部（132）の膨出部（132a）と係合する円筒状の係合部（133c）と、該係合部（133
c）とは反対方向に延びる突片状のレバー部（133d）と、該係合部（133c）及びレバー部
（133d）をその中間部分で上記本体部（133a）と弾性的に接続する弾性変形部（133e）と
、を備えている。上記レバー部（133d）は、先端側に向かうほど径方向外方に位置付けら
れるように形成されている。この構成により、該レバー部（133d）を径方向内方へ変位さ
せることにより、上記弾性変形部（133e）が変形を生じて、該レバー部（133d）とは反対
方向に延びる上記係合部（133c）を径方向外方へ変位させることができる。一方、上記レ
バー部（133d）を元の位置に戻すと、上記弾性変形部（133e）の弾性復元力によって上記
係合部（133c）は元の位置に戻る。
【０１２４】
　したがって、上記第２接続部（133）の係合部（133c）を上記第１接続部（132）の膨出
部（132a）に係合させる場合には、該係合部（133c）が膨出部（132a）に当接すると、該
係合部（133c）を弾性支持する弾性変形部（133e）が弾性変形を生じて該係合部（133c）
を径方向外方に変位させて、該係合部（133c）と膨出部（132a）との係合を可能にする（
図１８（ｂ）参照）。一方、上記第２接続部（133）を第１接続部（132）から取り外す場
合には、上記レバー部（133d）を径方向内方へ変形させることで、上記係合部（133c）を
径方向外方へ変位させ、該係合部（133c）を上記第１接続部（132）の膨出部（132a）か
ら分離させることにより、該係合部（133c）と膨出部（132a）との係合が解除される。
【０１２５】
　このような構成にすることで、上記ノズル挿入部（110）に対してフレキシブルダクト
（87b）を容易に着脱することができ、メンテナンス時等における作業性の向上を図れる
。
【０１２６】
　〈取り付け構造〉
　次に、上述のような構成を有する空気調和装置（1）の室内ユニット（3）を天井裏に設
置する際に用いられる取付構造について図１９及び図２０に基づいて以下で説明する。
【０１２７】
　上述のように、本実施形態に係る室内ユニット（3）は、本体ユニット（10）、掃除ユ
ニット（100）及び化粧パネル（11）を上下に積層した構成である。そのため、上記本体
ユニット（10）を天井裏に設置した後、掃除ユニット（100）及び化粧パネル（11）を天
井裏に設置する。本実施形態では、図２０に示すように、上記本体ユニット（10）を、天
井裏の天井面から支持部材（140）によって吊り支持する一方、掃除ユニット（100）とボ
ルト（142）で連結された化粧パネル（11）を、接続部材（141）によって該本体ユニット
（10）に接続することで、両者間に該掃除ユニット（100）を挟み込むような構成になっ
ている。このような取り付け構造にすることで、上記掃除ユニット（100）を設けない場
合でも、上記本体ユニット（10）に化粧パネル（11）を直接、取り付ければ、掃除機構の
ない通常の室内ユニット（3）を容易に構成することが可能となる。
【０１２８】
　上記のように、上記本体ユニット（10）を予め天井裏内に取り付けた状態で、該本体ユ
ニット（10）の下方に上記掃除ユニット（100）及び化粧パネル（11）を取り付けるため
に、図１９に示すように、上記本体ユニット（10）及び掃除ユニット（100）には、仮掛
け用のフック（145）（突出部）と該フック（145）に係合するＵ字状の仮掛け金具（146
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）（係合部材）とが設けられている。
【０１２９】
　具体的には、上記本体ユニット（10）には、本体ケーシング（18）の内部空間に向かっ
て、該本体ケーシング（18）の内面の少なくとも２面から突出するようにフック（145,14
5）が設けられている。各フック（145）は、その突出端部が上方に折り曲げられて、上記
仮掛け金具（146）との係合が外れにくくなっている。なお、上記フック（145,145）は、
上記本体ユニット（10）内のベルマウス（24）よりも下側で且つドレンパン（23）の一部
を構成する壁から突出するように設けられている。
【０１３０】
　上記掃除ユニット（100）には、仕切板（25）の上面に、上記フック（145,145）に対応
するように逆Ｕ字状に仮掛け金具（146,146）が設けられている。すなわち、この仮掛け
金具（146）は、上記フック（145）を挿通可能な挿通穴を形成するように、上記仕切板（
25）上に設けられている。また、上記掃除ユニット（100）の仕切板（25）には、上記仮
掛け金具（146）の近傍に透明部（147）が設けられている。この透明部（147）は、上記
本体ユニット（10）の下側に上記掃除ユニット（100）を取り付ける際に、該本体ユニッ
ト（10）のフック（145,145）と掃除ユニット（100）の仮掛け金具（146）との係合部が
見えるように、該仮掛け金具（146）よりも仕切板（25）の中央側（エアフィルタ（30）
側）に設けられている。
【０１３１】
　上述のように、フック（145,145）及び仮掛け金具（146,146）を設けることにより、化
粧パネル（11）を本体ユニット（10）に取り付けて両者間に掃除ユニット（100）を挟み
込んで、上記本体ユニット（10）に対して掃除ユニット（100）を仮止めすることができ
、上記掃除ユニット（100）を設置する際の作業性の向上を図れる。
【０１３２】
　しかも、上記掃除ユニット（100）における仕切板（25）の仮掛け金具（146）の近傍に
、透明部（147）を設けることで、該掃除ユニット（100）を上記本体ユニット（10）に対
して仮掛けする際に、上記フック（145）と仮掛け金具（146）との係合部を見ながら作業
を行うことができ、設置作業をより効率良く行うことが可能になる。
【０１３３】
　〈メンテナンス構造〉
　以下で、上記本体ユニット（10）の電装品箱（20）をメンテナンスする際に、上記掃除
ユニット（100）を該本体ユニット（10）に取り付けた状態で該電装品箱（20）にアクセ
スするための構成について説明する。
【０１３４】
　具体的には、図２１～図２３に示すように、上記掃除ユニット（100）は、エアフィル
タ（30）及びサービス蓋（106）を取り外し可能に構成されていて、該サービス蓋（106）
を取り外せば、上記本体ユニット（10）の電装品箱（20）にアクセスできるような位置に
、該サービス蓋（106）及び電装品箱（20）が設けられている。
【０１３５】
　より詳しくは、上記塵埃貯留容器（60）及びダンパボックス（81）は、上述のとおり、
該ダンパボックス（81）に接続された導入用ダクト（86）の軸心を中心として回動可能に
構成されていて、これにより、上記エアフィルタ（30）を取り外す際には、該塵埃貯留容
器（60）及びダンパボックス（81）を該エアフィルタ（30）の側方に移動させることがで
きる（図２２参照）。ここで、本発明における塵埃除去位置とは、図２１に示すよう塵埃
貯留容器（60）の少なくとも一部が平面視でエアフィルタ（30）と重なっている状態を意
味しており、メンテナンス位置とは、図２２に示すように上記塵埃貯留容器（60）が平面
視でエアフィルタ（30）と重なっていない状態を意味している。
【０１３６】
　なお、上記塵埃貯留容器（60）及びダンパボックス（81）を回動させる場合には、該塵
埃貯留容器（60）と塵埃捕集箱（90）との間を接続する搬送用ダクト（88）や、上記ダン
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パボックス（81）と化粧パネル（11）のノズル挿入部（110）とを接続する吸引用ダクト
（87）（フレキシブルダクト（87b））を取り外す必要がある。そのため、容易に着脱可
能なように、上記搬送用ダクト（88）の塵埃貯留容器（60）及び塵埃捕集箱（90）の接続
部分（107,108）や、上記フレキシブルダクト（87b）のダンパボックス（81）（接続部（
87a））との接続部分（109）は、上記ノズル挿入部（110）とフレキシブルダクト（87b）
との接続部（131）と同様の構成（図１８参照）が採用されている。
【０１３７】
　また、上記掃除ユニット（100）内の塵埃捕集箱（90）は、該掃除ユニット（100）に対
して着脱可能に構成されていて、該塵埃捕集箱（90）を取り外すことで、該塵埃捕集箱（
90）の上方に設けられたサービス蓋（106）が露出する。このサービス蓋（106）も取り外
し可能に構成されていて、図２３に示すように、エアフィルタ（30）、サービス蓋（106
）の順に取り外せば、上記本体ユニット（10）内の電装品箱（20）が露出して、該電装品
箱（20）のメンテナンス作業が可能になる。
【０１３８】
　－運転動作－
　次に、上記室内ユニット（3）における運転動作について図１１及び図１３を参照しな
がら説明する。上記室内ユニット（3）は、冷暖房を行う通常運転と、エアフィルタ（30
）の清掃を行うフィルタ清掃運転とが切換可能に構成されている。
【０１３９】
　〈通常運転〉
　通常運転では、回転ブラシ（51）を回転させてそのブラシ（51b）を清掃用ブラシ（52
）側に位置させる。つまり、上記回転ブラシ（51）を、該回転ブラシ（51）のブラシ（51
b）がエアフィルタ（30）に接触しない位置まで回転させて、該回転ブラシ（51）の非ブ
ラシ面（即ち、ブラシ（51b）が設けられていないシャフト（51a）の外周面）をエアフィ
ルタ（30）に対面させる。また、ダンパボックス（81）のダンパ（82）は閉じた状態にす
る（図１３（Ａ）の状態）。なお、エアフィルタ（30）は回転してない停止状態である。
【０１４０】
　この状態において、室内ファン（21）が駆動される。そうすると、室内ユニット（3）
では、吸込口（13）から吸い込まれた室内空気がエアフィルタ（30）を通過してベルマウ
ス（24）内へ流入する。空気がエアフィルタ（30）を通過する際、空気中の塵埃がエアフ
ィルタ（30）のメッシュ部材（37）に捕捉される。ベルマウス（24）に流入した空気は室
内ファン（21）から吹き出される。この吹出空気は、室内熱交換器（22）の冷媒と熱交換
して冷却または加熱された後、各吹出口（14）から室内へ供給される。これにより、室内
の冷房または暖房が行われる。この運転では、ダンパボックス（81）のダンパ（82）が閉
じられているため、室内ファン（21）の吹出空気がダンパボックス（81）を通じて塵埃貯
留容器（60）へ導入されることはない。
【０１４１】
　このように、通常運転では、回転ブラシ（51）のブラシ（51b）とエアフィルタ（30）
とが非接触状態となる。つまり、ブラシ（51b）がエアフィルタ（30）から離隔される。
したがって、ブラシ（51b）がエアフィルタ（30）に接触し続けることによる劣化を防止
することができ、これにより、回転ブラシ（51）の耐久性が向上する。
【０１４２】
　〈フィルタ清掃運転〉
　フィルタ清掃運転では、図１に示す冷媒回路において圧縮機（4）が停止されて冷媒が
循環しない状態となる。このフィルタ清掃運転では、「塵埃除去動作」と「ブラシ清掃動
作」と「塵埃搬送動作」と「塵埃排出動作」とが切換可能に構成されている。なお、上記
「塵埃除去動作」、「ブラシ清掃動作」及び「塵埃搬送動作」の間は、化粧パネル（11）
に設けられたＬＥＤ（16）が点灯するように構成されている。これにより、これらの動作
を行っている旨をユーザーに対して報知することができる。
【０１４３】
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　「塵埃除去動作」は、エアフィルタ（30）に捕捉された塵埃を除去する動作である。「
ブラシ清掃動作」は、回転ブラシ（51）に捕捉された塵埃を除去する動作である。「塵埃
搬送動作」は、塵埃貯留容器（60）から塵埃捕集箱（90）に塵埃を搬送する動作である。
「塵埃排出動作」は、塵埃捕集箱（90）から室内ユニット（3）外へ塵埃を排出する動作
である。
【０１４４】
　本実施形態では、「塵埃除去動作」と「ブラシ清掃動作」とが交互に行われる。先ず「
塵埃除去動作」では、室内ファン（21）が停止される。そして、回転ブラシ（51）のブラ
シ（51b）をエアフィルタ（30）に接触させる。この状態において、エアフィルタ（30）
は、回転ブラシ（51）のブラシ（51b）の毛を逆立てるように回転移動する（図１１（Ａ
）の白抜き矢印方向）。なお、このとき回転ブラシ（51）は停止させたままである。
【０１４５】
　そうすると、上記エアフィルタ（30）の塵埃が回転ブラシ（51）のブラシ（51b）に捕
捉される（図１１（Ａ））。そして、フィルタ駆動手段（40）のリミットスイッチ（44）
のレバー（44a）が作動すると、フィルタ駆動モータ（41）が停止してエアフィルタ（30
）の回転が停止する。つまり、エアフィルタ（30）は所定角度だけ回転して停止する。し
たがって、エアフィルタ（30）において回転ブラシ（51）のブラシ（51b）と接触した領
域の塵埃が除去される。ここで、上記ブラシ（51b）は、エアフィルタ（30）の回転方向
（移動方向）に対して逆立つように傾斜して植毛されているため、該エアフィルタ（30）
の塵埃はブラシ（51b）によって容易に掻き取られる。よって、回転ブラシ（51）による
塵埃の除去効率を向上させることができる。上述のように、上記エアフィルタ（30）の回
転が停止すると、「塵埃除去動作」から「ブラシ清掃動作」に切り換わる。
【０１４６】
　「ブラシ清掃動作」では、引き続き室内ファン（21）が停止した状態で、まず上記回転
ブラシ（51）が図１１において左回り（反時計回り）に回転する。その際、上記回転ブラ
シ（51）は、ブラシ（51b）に塵埃を捕捉したまま、清掃用ブラシ（52）に対してブラシ
部（51b,52b）同士が接触するように回転する（図１１（Ｂ））。上記回転ブラシ（51）
は、所定の回転角度だけ回転した後、停止する。
【０１４７】
　その後、上記回転ブラシ（51）は、上述の回転方向とは逆回り（図１１において右回り
（時計回り））に回転する。そうすると、上記回転ブラシ（51）のブラシ（51b）に捕捉
されていた塵埃は、上記清掃用ブラシ（52）のブラシ（52b）によって除去される（図１
１（Ｃ））。これは、上記清掃用ブラシ（52）のブラシ（52b）の毛並みが下向き、すな
わち回転ブラシ（51）の時計回りの回転によって逆立つように傾斜して植毛されているた
め、該清掃用ブラシ（52）によって回転ブラシ（51）のブラシ（51b）に付着した塵埃が
掻き取られるからである。
【０１４８】
　また、上記回転ブラシ（51）及び清掃用ブラシ（52）のブラシ部（51b,52b）同士が接
触することによって、該清掃用ブラシ（52）の本体部（52a）が上記回転ブラシ（51）と
離間する方向へ押されるが、該本体部（52a）はバネ部（52c）によって回転ブラシ（51）
側へ付勢されているため、ブラシ部（51b,52b）同士が離隔することはなく、清掃用ブラ
シ（52）が適切に回転ブラシ（51）に押し付けられる。したがって、上記回転ブラシ（51
）のブラシ（51b）から塵埃をより確実に除去して、上記清掃用ブラシ（52）のブラシ（5
2b）に塵埃を捕捉することができる。なお、上記回転ブラシ（51）は、元の状態（図１１
（Ａ）の状態）の位置まで回転して停止する。
【０１４９】
　続いて、上記回転ブラシ（51）は、再び左回り（反時計回り）に所定の回転角度だけ回
転する。そうすると、上記清掃用ブラシ（52）のブラシ（52b）に捕捉されていた塵埃が
回転ブラシ（51）のブラシ（51b）によって掻き取られ、塵埃貯留容器（60）の貯留部（6
2）に落下する（図１１（Ｄ））。すなわち、上記回転ブラシ（51）のブラシ（51b）の毛
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並みが回転方向に沿うように傾斜しているため、上記清掃用ブラシ（52）のブラシ（52b
）から塵埃を掻き取ることができる。その際も、上記清掃用ブラシ（52）は、バネ部（52
c）によって回転ブラシ（51）側に適切に押し付けられるため、該清掃用ブラシ（52）か
ら塵埃をより確実に除去することができる。
【０１５０】
　以上により、回転ブラシ（51）に捕捉された塵埃は除去され、塵埃貯留容器（60）の貯
留部（62）に貯留される。その後、回転ブラシ（51）は再び右回り（時計回り）に回転し
て元の状態（図１１（Ａ））に戻り、「ブラシ清掃動作」が一旦終了する。
【０１５１】
　上述のような「ブラシ清掃動作」が終了すると、再び上述した「塵埃除去動作」が行わ
れる。つまり、再びエアフィルタ（30）が回転され、リミットスイッチ（44）のレバー（
44a）が再び作動するとエアフィルタ（30）が停止する。これにより、エアフィルタ（30
）において回転ブラシ（51）のブラシ（51b）を通過した領域の塵埃が回転ブラシ（51）
のブラシ（51b）に捕捉される（図１１（Ａ））。このように、「塵埃除去動作」と「ブ
ラシ清掃動作」とが交互に繰り返すことにより、エアフィルタ（30）の所定領域毎に塵埃
が除去されていく。そして、上記エアフィルタ（30）の全領域において塵埃が除去される
と、「塵埃除去動作」および「ブラシ清掃動作」が完全に終了する。例えば、リミットス
イッチ（44）のレバー（44a）が所定回数作動すると、エアフィルタ（30）が１回転した
と判断して上記動作が終了する。
【０１５２】
　ところで、上述した「塵埃除去動作」および「ブラシ清掃動作」時には、貯留量検出手
段（70）によって塵埃貯留容器（60）における塵埃貯留量が検出される。つまり、発光Ｌ
ＥＤ（72）による光の光度がフォトトランジスタ（73）によって検出される。そして、フ
ォトトランジスタ（73）の検出光度が設定値（下限値）以下になると、塵埃貯留容器（60
）における塵埃量が所定量に達したとして、「塵埃搬送動作」に切り換えられる。
【０１５３】
　「塵埃搬送動作」では、回転ブラシ（51）が図１１（Ａ）の状態で停止されると共に、
エアフィルタ（30）が停止状態になる。また、ダンパボックス（81）のダンパ（82）が開
状態（図１３（Ｂ）の状態）になる。この状態において、室内ファン（21）が駆動される
ことにより、室内ファン（21）の吹出空気は、導入用ダクト（86）およびダンパボックス
（81）を介して塵埃貯留容器（60）内へ導入される。これにより、塵埃貯留容器（60）の
塵埃が空気と共に搬送用ダクト（88）を介して塵埃捕集箱（90）内へ搬送される。そうす
ると、上記塵埃貯留容器（60）において塵埃の貯留量が減少し、フォトトランジスタ（73
）の検出光度が高くなる。そして、その検出光度が設定値（上限値）以上になると、塵埃
貯留容器（60）における塵埃が殆ど排出されたとして、「塵埃搬送動作」が終了する。そ
の後、「塵埃除去動作」または「ブラシ清掃動作」が再開される。
【０１５４】
　本実施形態のフィルタ清掃運転では、所定条件によって「塵埃排出動作」が行われる。
すなわち、上記「塵埃搬送動作」でダンパ（82）を開いた後に、発光ＬＥＤ（72）を点灯
させて、その光度を検出し、光度が所定値よりも低ければ、上記塵埃貯留容器（60）内の
塵埃が室内ファン（21）の吹出空気によって搬送されていない、すなわち、塵埃貯留容器
（60）から塵埃捕集箱（90）までの搬送路で塵埃が詰まっているか、若しくは該塵埃捕集
箱（90）内に多量の塵埃が捕集されていると判断して、化粧パネル（11）のＬＥＤ（16）
を点灯させてユーザーにその旨を報知し、リモコン操作等に応じて、以下のような「塵埃
排出動作」を行う。なお、このような、ダンパ（82）の動きと連動させて上記発光ＬＥＤ
（72）の光度を検出する動作（以下、満タン・詰まり検出動作ともいう）は、例えば１週
間に１回など、定期的に行われる。
【０１５５】
　「塵埃排出動作」では、上述した「塵埃搬送動作」と同様に、回転ブラシ（51）が図１
１（Ａ）の状態で停止されると共に、エアフィルタ（30）が停止状態になる。また、ダン
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パボックス（81）のダンパ（82）が閉状態（図１３（Ｃ）の状態）になる。
【０１５６】
　上述の状態において、ユーザーによって掃除機のノズル（150）を化粧パネル（11）の
ノズル挿入部（110）に挿入した状態で、吸引動作を行う。この吸引動作により、塵埃捕
集箱（90）内の塵埃が搬送用ダクト（88）、塵埃貯留容器（60）、ダンパボックス（81）
、吸引用ダクト（87）及びノズル挿入部（110）を介して掃除機へ吸い込まれる。その際
、塵埃貯留容器（60）内に残っていた塵埃も吸引用ダクト（87）を介して掃除機へ吸い込
まれる。その結果、塵埃捕集箱（90）および塵埃貯留容器（60）の塵埃が室内ユニット（
3）外へ排出される。
【０１５７】
　なお、上述のような満タン・詰まり検出動作は、一旦、光度が所定値よりも小さいと判
定された場合には、上記「塵埃排出動作」によって塵埃の詰まりが無くなり且つ塵埃捕集
箱（90）内の塵埃が少なくなるまで、すなわち上記発光ＬＥＤ（72）の光度が所定値以上
になる場合まで、所定間隔で定期的に行われ、該光度が所定値以上になった場合には、上
記化粧パネル（11）のＬＥＤ（16）を消灯する。その後は、通常の満タン・詰まり検出動
作を例えば１週間に１回、行う。
【０１５８】
　上記実施形態では、塵埃除去動作時に室内ファン（21）の運転を停止するようにしてい
るが、この限りではなく、室内ファン（21）を運転した状態で塵埃除去動作を行うように
してもよい。こうすることで、室内ファン（21）の空気の吸い込みによって塵埃をエアフ
ィルタ（30）側に吸い付けながら塵埃除去を行うことができるので、塵埃除去時に塵埃が
落下するのを防止でき、回転ブラシ（51）で塵埃を確実に掻き取ることができる。
【０１５９】
　また、上記塵埃除去動作以外にも、ブラシ清掃動作や塵埃搬送動作、塵埃排出動作を、
冷暖房などの空調運転時に行うようにしてもよい。これにより、連続運転時でも、定期的
にエアフィルタ（30）の清掃及び塵埃の回収を行うことができる。
【０１６０】
　－実施形態の効果－
　以上より、この実施形態では、空気調和装置（1）の室内ユニット（3）を、室内熱交換
器（22）や室内ファン（21）を備えた本体ユニット（10）と、エアフィルタ（30）に捕捉
された塵埃を除去するための塵埃除去手段（50）や塵埃を捕集するための塵埃捕集箱（90
）等を備えた掃除ユニット（100）と、室内側を覆う化粧パネル（11）との３つの構成部
品（ユニット）によって構成することで、掃除ユニット（100）が不要な場合には、本体
ユニット（10）及び化粧パネル（11）によって室内ユニットを構成することができる一方
、室内ユニットへの掃除ユニット（100）の追加も容易に行うことができる。
【０１６１】
　しかも、上記本体ユニット（10）内の電装品箱（20）とは別に、上記掃除ユニット（10
0）内にも専用の電装品箱（105）を設けることで、電装品箱（20,105）同士のみを信号の
授受可能に電気的に接続すれば良いため、一つの電装品箱内の電装部品によって本体ユニ
ット（10）及び掃除ユニット（100）の両方を制御する構成に比べて、該掃除ユニット（1
00）の室内ユニットに対する追加若しくは省略が容易になる。また、上述のように、上記
電装品箱（20,105）同士を信号の授受可能に電気的に接続することで、上記本体ユニット
（10）と掃除ユニット（100）とを連動して動作させることも可能になる。
【０１６２】
　また、上述のような掃除ユニット（100）を設けることで、該掃除ユニット（100）によ
ってエアフィルタ（30）で捕捉された塵埃を塵埃除去手段（50）によって除去した後、塵
埃搬送手段（80）によって搬送し、塵埃捕集箱（90）内に貯留することができ、ユーザー
による上記エアフィルタ（30）の清掃作業を軽減することができる。そして、室内ユニッ
ト（3）の室内側に位置する化粧パネル（11）に、掃除機のノズル（150）を挿入するため
のノズル挿入部（110）を設け、該ノズル挿入部（110）と塵埃捕集箱（90）とを塵埃貯留
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容器（60）を介して接続することで、該塵埃捕集箱（90）及び塵埃貯留容器（60）内の塵
埃を上記掃除機のノズル（150）によって効率良く吸引することができる。
【０１６３】
　さらに、上記塵埃捕集箱（90）の一端側に、上記塵埃貯留容器（60）から延びる搬送用
ダクト（88）を接続する一方、他端側に排気口（91）を掃除ユニット（100）のチャンバ
ケーシング（101）の外方に開口するように設けることで、室内ファン（21）の吹出空気
を利用して塵埃搬送手段（80）によって導入された空気を上記塵埃捕集箱（90）内に効率
良く流すことができ、これにより、上記塵埃貯留容器（60）内の塵埃を上記塵埃捕集箱（
90）内に確実に搬送して効率良く溜めることができる。
【０１６４】
　また、上記本体ユニット（10）の下側にフック（145）を設けるとともに、上記掃除ユ
ニット（100）の仕切板（25）上面にＵ字状の仮掛け金具（146）を設けることで、該本体
ユニット（10）を天井裏の天井面に固定した後、該本体ユニット（10）の下側に掃除ユニ
ット（100）を取り付ける際に、上記本体ユニット（10）のフック（145）に掃除ユニット
（100）の仮掛け金具（146）を係合させることができ、該掃除ユニット（100）の本体ユ
ニット（10）への取付が容易になる。しかも、上記掃除ユニット（100）の仕切板（25）
によって、上記フック（145）と仮掛け金具（146）との係合部が見えなくなるが、該仕切
板（25）の仮掛け金具（146）の近傍に透明部（147）を設けることで、上記係合部を下方
から目視しながら作業を行うことが可能になり、作業性の向上を図れる。
【０１６５】
　また、上記掃除ユニット（100）内に、塵埃貯留容器（60）を回動可能に設けるととも
に、該塵埃貯留容器（60）と干渉しないように、電装品箱（105）及び塵埃捕集箱（90）
を配置し、さらに、該塵埃捕集箱（90）の上側にサービス蓋（106）で覆われるサービス
孔（25a）を形成して、該サービス孔（25a）に対応するように上記本体ユニット（10）に
電装品箱（20）を配置することで、該本体ユニット（10）の電装品箱（20）をメンテナン
スする際に、上記塵埃貯留容器（60）を回動させて上記塵埃捕集箱（90）、サービス蓋（
106）及びエアフィルタ（30）を取り外せば、上記電装品箱（20）に容易にアクセスする
ことができる。したがって、上述の構成により、上記本体ユニット（10）の電装品箱（20
）のメンテナンス作業性の向上を図れる。
【０１６６】
　さらに、上記塵埃貯留容器（60）と塵埃捕集箱（90）とを接続する搬送用ダクト（88）
の該塵埃貯留容器（60）及び塵埃捕集箱（90）との接続部分（107,108）、該塵埃貯留容
器（60）とノズル挿入部（110）とを接続するフレキシブルダクト（87b）の該塵埃貯留容
器（60）及びノズル挿入部（110）との接続部分（109,131）を、それぞれ、着脱可能な構
成にすることで、メンテナンス時に、上記ダクト（88,87b）を容易に着脱することができ
、作業性の向上を図れる。
【０１６７】
　《その他の実施形態》
　上記実施形態は、以下のように構成してもよい。
【０１６８】
　上記実施形態では、エアフィルタ（30）から除去した塵埃を塵埃捕集箱（90）に捕集す
るようにしているが、この限りではなく、塵埃を捕集できるような構成であれば、例えば
袋状のものなど、どのような構成であってもよい。
【０１６９】
　また、上記実施形態では、上記塵埃捕集箱（90）を掃除ユニット（100）内に設けてい
るが、この限りではなく、室内ユニット（3）とは別に設けるようにしてもよい。
【０１７０】
　また、上記実施形態では、塵埃貯留容器（60）から上記塵埃捕集箱（90）に塵埃を搬送
する手段として、室内ファン（21）の吹出空気を利用するようにしているが、この限りで
はなく、塵埃を搬送できる構成であれば、どのような構成であってもよいし、専用のファ
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ンを設けるようにしてもよい。
【０１７１】
　また、上記実施形態では、エアフィルタ（30）は、円形状に形成されているが、この限
りではなく、例えば矩形状に形成されていてもよい。この場合には、上記エアフィルタ（
30）及び回転ブラシ（51）は直線的に相対移動する。
【０１７２】
　さらに、上記実施形態では、上記仕切板（25）の通気孔（26）に径方向梁部（27）を４
本、設けているが、この限りではなく、３本であってもよい。このように上記径方向梁部
（27）を３本にする場合には、図２３において、通気孔（26）の中心から該通気孔（26）
とサービス孔（25a）との間の部分に延びるように径方向梁部（27）を２本設け、上記通
気孔（26）の中心から塵埃貯留容器（60）側に延びるように径方向梁部（27）を１本、設
ければよい。
【０１７３】
　また、上記実施形態では、掃除ユニット（100）にエアフィルタ（230）を設けているが
、該掃除ユニット（100）を取り外して本体ユニット（10）に化粧パネル（11）を直接、
取り付ける場合には、化粧パネルの本体ケーシング内方側にエアフィルタを取り付けるよ
うにすればよい。具体的には、図２６に示すように、化粧パネル（211）の吸込グリル（2
12）のスリット部（12a）の上方にエアフィルタ（230）が位置付けられるように、上記化
粧パネル（11）の本体ケーシング内方側に、上記エアフィルタ（230）の両端部を保持す
るための保持部（213）を設ければよい。なお、上記図２６の例では、上記保持部（213）
は、上記エアフィルタ（230）をスリット部（212a）から所定距離、離間した位置で保持
するように、断面略Ｆ字状に形成されているが、この限りではなく、上記エアフィルタ（
230）を吸込グリル（212）のスリット部（212a）から所定距離、離間した位置で保持でき
る構成であればどのような構成であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１７４】
　以上説明したように、本発明は、室内ファンの吸込側にエアフィルタが設けられた空気
調和装置の室内ユニットに特に有用である。
【符号の説明】
【０１７５】
　　1　　　 空気調和装置
　　3　　　 室内ユニット
　　10　　　本体ユニット
　　11,211　化粧パネル（室内パネル）
　　12,212　吸込グリル
　　18　　　本体ケーシング（ケーシング）
　　20　　　電装品箱
　　21　　　室内ファン（構成部品）
　　22　　　室内熱交換器
　　23　　　ドレンパン（本体仕切板）
　　24　　　ベルマウス（本体仕切板）
　　25　　　仕切板（チャンバ仕切板）
　　25a　　 サービス孔（開口）
　　30,230　エアフィルタ
　　40　　　フィルタ駆動手段（構成部品）
　　50　　　塵埃除去手段（構成部品）
　　51　　　回転ブラシ（塵埃除去部）
　　52　　　清掃用ブラシ（塵埃除去部）
　　60　　　塵埃貯留容器
　　61　　　除去部（塵埃除去部）
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　　62　　　貯留部
　　70　　　貯留量検出手段（構成部品）
　　80　　　塵埃搬送手段（構成部品）
　　86　　　導入用ダクト
　　86d　　 導入口
　　88　　　搬送用ダクト（ダクト）
　　90　　　塵埃捕集箱（塵埃捕集手段）
　　91　　　排気口
　　92　　　フィルタ
　　94　　　流入口
　　95　　　閉鎖カバー
　　100　　 掃除ユニット
　　101　　 チャンバケーシング（ケーシング）
　　105　　 電装品箱
　　110　　 ノズル挿入部
　　106　　 サービス蓋（蓋部材）
　　145　　 フック（突出部）
　　146　　 仮掛け金具（係合部）
　　147　　 透明部
　　213　　 保持部

【図１】 【図２】
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